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自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ウシ ワタ  ジュン 

氏   名   牛 渡  淳  
職   名  教授 

人間学部  人間発達学科  

取 得 学 位  博士(教育学)   

（大学名）      東北大学             （取得年月） 1999 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

 

1. 教科書『改訂 教育学原論』の出版 

 

2.学生の参加をベースにした講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3..教科書『アメリカ映画における子どものイメージ』（東信堂）の出版 

 

2008.4. 

 

2002.4～ 

 現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002.11 

 

 

人間発達学科 1 年次必修科目「教育学概論」用のテキストとして作成・出

版した。全 174 頁。中央法規出版。 

 

4 年生の「児童文化論」の講義では、内容を「絵本論」として、「優れた絵本

とは何か」をテーマに、学生の参加を主体とする授業を実践してきた。これ

は、世界の優れた絵本の中から、学生に個人またはグループで 1 冊の絵

本を選ばせ、授業の前半で学生の発表を行わせるものである。発表 1 週

間前には、学生との打ち合わせを行い、参照すべき基本文献・論文を指

示し、また、関連するビデオ・CD 等・資料を学生に配布し、準備を行わせ

る。授業当日に、学生は、発表レジュメと資料をクラス全員に配布し、まず

取り上げた絵本を朗読し、その後、作者、テーマ、ストーリー、絵、造形、

幼児の受け止め方等について、調査内容を発表する。学生の発表後、牛

渡が発表内容の補足を行い、クラスの学生全員で、その絵本の魅力につ

いてディスカッションを行い、最後に、全学生に授業の感想と意見を提出さ

せる。この授業によって、学生はあらゆる角度から絵本を分析する機会を

得ることになり、幼児教育において最も重要な教材のひとつである絵本に

ついての学生の関心を引き出すことに成功している。 

 

人間発達学科専門科目「人間発達論基礎演習」テキスト。単訳。316 頁。

（専門科目「教育学概論」及び「人間発達論基礎演習」で講読を行った原

書を翻訳出版した。） 

 

 

 



（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

1.教員採用試験完全突破シリーズ・教育基本用語

集 

 

2. 最新教育基本用語（2005 年版） 

 

 

3. 学校経営の刷新  

 

 

 

4. 今、教育の原点を問う 

 

 

5. スクールマネジメント 

－新しい学校経営の方法と実践－ 

 

6. 最新教育基本用語 2007 年版 

 

 

7. 日本の教師教育改革 

 

 

8. 改訂 教育学原論 

 

 

9. 資料解説・学校教育の歴史・現状・課題 

 

10. 最新教育基本用語 2009-2010 年版 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

2004.4 

 

 

2005.5 

 

 

2005.8 

 

 

 

2005.11 

 

 

2006.4 

 

 

   2007.5. 

 

 

   2008.4. 

 

 

   2008.4. 

 

 

  2009.1. 

    

 2009.5. 

 

 

小学館 

 

 

小学館 

 

 

教育開発研究所 

 

 

 

勉誠出版 

 

 

ミネルヴァ書房 

 

 

小学館 

 

 

学事出版 

 

 

中央法規 

 

 

教育開発研究所 

 

小学館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
菱村幸彦・小松郁夫・

若井弥一編 

 

 

諏訪春雄編著、佐藤

学、西沢潤一、牛渡淳

他 

篠原清昭編 

 

 

浜田博文他 

 

 

佐藤学他 

 

 

 

 

 

日本学校教育学会編

 
 

 

 

13 頁 

 

126-145 頁 

 

 

 

214-223 頁 

 

 

 

90-102 頁 

 

 

43-56 頁 

 

 

122-139 頁 

 

 

184-195 頁 

 

 

全 174 頁 

 

 

56-64 頁 

 

110-127 頁 



［論文］ 

 

 

1. 民間人校長の導入と校長の職務・権限 

 

 

2. 「民間人校長」に期待した校長の資質・能力 

 

 

3. 教員への人材確保－優秀な人材を教職にどう

確保するか－ 

 

 

4. 教員の高齢化の何が問題か 

 

 

 

5. アメリカにおける大学改革と教師教育 

 

6. アメリカにおける教員免許制度と教員研修の関

連性に関する実証的研究 

 

 

7. 教育課程を強化する〈学校マネジメント〉―指導

力不足教員― 

 

8. 学会褒賞・学会賞の部：自著紹介『現代米国教

員研修改革の研究』 

 

9. 教員の資質向上に寄与できる評価とはー研 

究者の立場からー 

  

10. アメリカにおける教育改革と教師の職能成長 

 

11. 国際比較研究『大学改革と教育専門職の養成』

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

 

2004.6 

 

 

2004.6 

 

 

2004.8 

 

 

 

2004.8 

 

 

 

2004.9 

 

2005.3 

 

 

 

2005.4 

 

 

2005.5 

 

 

2005.8 

 

 

2005.9 

 

2005.9 

 

 

 

教育開発研究所『新編校長読

本』 

 

教育開発研究所『新編校長読

本』 

 

教育開発研究所『教育改革の

論争点－臨教審から今日まで

－』 

 

教育開発研究所『教育改革の

論争点－臨教審から今日まで

－』 

 

『日本教師教育学会年報』  

第 13 号 

日本学術振興会科研費報告

書（代表 牛渡淳） 

 

 

総合教育技術（小学館） 

 

 

日本教育経営学会紀要 47 号

 

 

『学校教育研究』第 20 号 

 

 

『日本教師教育学会年報』 第

14 号 

『日本教師教育学会年報』14

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

小島弘道代表 

 

 

小島弘道代表 

 

 

市川昭平編 

 

 

 

市川昭平編 

 

 

 

日本教師教育学会編

 

 

 

 

 

 

 

 

日本教育経営学会編

 

 

日本学校教育学会編

 

 

日本教師教育学会編

 

日本教師教育学会編

 

 

 

 

57－60 頁 

 

 

38－41 頁 

 

 

224－226 頁 

 

 

 

244－245 頁 

 

 

162－164 頁 

 

 

全 100 頁 

 

 

 

34－36 頁 

 

 

228－229 頁 

 

 

212－216 頁 

 

 

48－54 頁 

 



―討論のまとめ― 

 

12. 評価を生かす風土の醸成と組織の確立 

 

13. 名著解題：ジャン・ジャック・ルソー著「エミール」

 

14. 教職課程の改善・充実「義務教育改革をどう具

体化するか―中教審答申の徹底分析（3）―」 

 

15. 教師の資質向上等に関する資料集（Ⅱ）外国編

 

 

 

16. 学校で推進する「新しい時代の義務教育」Part 

2：教師の質を向上させる②教員評価 

 

17. 近年の教員研修政策の動向と課題 

－教員免許更新制度と教員研修の関連性を

中心に－ 

 

 

18. 初任者・若手教員の育成をどう進めるか 

 

 

 

19. 新任教員を養成する教職大学院の設置・運用 

 

 

20. 教員評価制度導入の前提的条件と改革への課

題 

 

21.教師教育の質的向上策とその評価関する国際

比較研究 

22.副校長職新設のねらいは何か 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

単著 

 

 

 

2005.10 

 

2006.1 

 

2006.3 

 

 

2006.3 

 

 

 

2006.4 

 

 

2006.9 

 

 

 

 

2006.10 

 

 

 

2006.11 

 

 

2006.11 

 

 

    2007.3 

 

    2007.8 

 

号 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

協同出版『教職課程』 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

科研報告書（基盤研究）『教師

教育の質的向上等とその評価

に関する国際比較研究』 

 

小学館『総合教育技術』 

 

 

『日本教師教育学会年報』 

第 15 号 

 

 

 

教育開発研究所『別冊教職研

修・学校管理職合格セミナー』

10 月号 

 

教育開発研究所『教職研修』

11 月号  

 

『信濃教育』第 1440 号 

 

 

平成16-18年度科学研究費補

助金報告書(基盤研究 B) 

教育開発研究所『別冊教職研

修－学校管理職合格セミナ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表：吉岡真佐樹 

 

 

 

 

 

 

日本教師教育学会編

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信濃教育会編 

 

 

代表: 吉岡真佐樹 

 

 

 

 

187－190 頁 

 

 

34－37 頁 

 

65－67 頁 

 

36－37 頁 

 

 

75-106 頁 

 

 

 

54-55 頁 

 

 

44-49 頁 

 

 

 

 

11-14 頁 

 

 

 

46-49 頁 

 

 

76-83 頁 

 

 

全 348 頁 

担当 51-63 頁 



 

 

23.教育再生会議第二次報告書の検討－教員の質

の向上とメリハリのある給与体系の実現－ 

 

24.学校評価と学校改善－福島県の取り組み（１） 

外部評価委員会による外部評価の実践 

 

25.教師が納得できる「教育評価」 

 

26.学校評価と学校改善―福島県の取り組み－（2）

学 校 の 組 織 力 の 実 態 把 握 に 基 づ く 組 織 力 向

上ツールの開発と実践 

 

27．学校評価と学校改善―福島県の取り組み－

（3）学校評価を生かした「学校経営・運営ビジョン」

の実現 

 

28. 指導教諭の位置づけと効果的な活用 

 

 

29.我が国の教員養成・免許制度の課題について 

 

 

 

 

 

 

30.ハンナ・アーレントにおける教育と公共性-教育

学と哲学からの再検討- 

 

 

31.教師の実践的指導力向上に向けた福島県の取

り組み(1)教師の実践的指導力を捉える視点 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

    

 

2007.9 

 

 

2007.10 

 

 

2007.11 

 

    2007.11. 

 

 

 

    2007.12. 

 

 

   

    2008.1. 

 

   

    2008.3.  

 

 

 

 

 

 

   2008.3. 

 

 

 

   2008.10. 

 

 

ー』 

 

教育開発研究所『教職研修』 

９月号 

 

教育開発研究所『教職研修』 

10 月号 

 

小学校『総合教育技術』 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

 

教育開発研究所『別冊教職研

修－学校管理職セミナー』 

 

『教員の質の向上に関する調

査研究(第一次報告書)』、平

成１９年度調査研究特別推進

経費調査研究報告書、国立教

育政策研究所 

 

 

仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要『人間の

発達』第 3 号 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

 

 

 

 

 

共著者：鈴木久米男 

 

 

 

 

共著者：鈴木久米男 

 

 

 

共著者：鈴木久米男 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

共著者:鈴木久米男 

 

 

 

39-41 頁 

 

 

 

34-37 頁 

 

 

 

 

 

60-61 頁 

 

72-76 頁 

 

 

 

92-98 頁 

 

 

 

32-34 頁 

 

 

83-101 頁 

 

 

 

 

 

 

43-54 頁 

 

 

 



32.指導が不適切な教員の指導にどう取り組むか 

 

 

33.教師の実践的指導力向上に向けた福島県の取

り組み(2)自己診断に基づいた組織的な研修を実現

するための OJT ツールの開発 

 

34.教師の実践的指導力向上に向けた福島県の取

り組み(3)OJT ツールを用いた研修の実践 

 

35.大学における教師・保育士の実践的指導力養成

に関する総合的研究 

 

 

36.スクールリーダーの力量を身につける-分析力

育成- 

 

 

 

37.学校における OJT の効果的な進め方 

 

 

38.非違行為により教育公務員が問われる責任 

 

 

［書評］ 

1. 教師の葛藤対処様式に関する研究（安藤知子

著） 

 

2. アメリカの学校指導者養成プログラム（加治佐哲

也著） 

 

3. 戦後日本教員研修制度成立過程の研究（久保

富三夫著） 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

   2008.10. 

 

 

   2008.11. 

 

 

 

   2008.12. 

 

 

   2009.3. 

 

 

 

2009.3. 

 

 

 

 

2009.4. 

 

    

   2009.5. 

 

 

 

2005.8 

 

 

2005.10 

 

 

2006.6 

 

 

教育開発研究所『別冊教職研

修-学校管理職合格セミナー』

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

仙台白百合女子大学人間発

達研究センター研究プロジェク

ト報告書 

 

『スクールリーダー大学院にお

ける教育方法に関する開発的

研究』(科研費補助金成果報

告書) 

 

教育開発研究所『教職研修』 

 

 

教育開発研究所『別冊教職研

修-学校管理職合格セミナー』

 

 

『学校教育研究』 

 

 

『日本教育行政学会年報』 

31 号 

 

『教育学研究』第 73 巻第 2 号

 

 

 

 

 

共著者:鈴木久米男 

 

 

 

共著者:鈴木久米男 

 

 

研究代表者:牛渡淳 

 

 

 

研究代表者:小島弘道

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本学校教育学会編

 

 

日本教育行政学会編

 

 

日本教育学会編 

 

 

51-55 頁 

 

 

35-37 頁 

 

 

64-68 頁 

 

 

 

60-66 頁 

 

 

全 150 頁 

 

 

 

106-122 頁 

 

 

 

 

100-103 頁 

 

 

32-33 頁 

 

 

 

242－243 頁 

 

 

321－324 頁 

 

 



4.知と学びのヨーロッパ史-人文学・人文主義の歴

史的展開(南川高志編) 

単著      2008.8. 『カトリック教育研究』 日本カトリック教育学

会編 
153-154 頁 

 

 

125-126 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

1. アメリカ映画における子どものイメージ 

 

2. カ リ フ ォ ル ニ ア 州 教 育 指 導 者 専 門 職 基 準

（CPSELS）（全訳） 

単訳 

 

単訳 

2002.12 

 

2006.1 

東信堂 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 10 号 

  316 頁 

 

125－133 頁 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1.中教審・教員免許制度答申と免許法改正案について考える 

 

2. 学校管理職の力量とその形成に関する研究（1）―歴史・現状・課題― 

 

3. 大学改革と教師教育－アメリカの事例－ 

 

4. 学校教育における評価問題の総合的研究－教員の資質向上に寄与できる評

価とは－：研究者の立場から 

 

5.アメリカ映画に見る子ども観 

 

6.教師の研修の意味と研修システム 

 

 

2002.4 

 

2002.6 

 

2003.10 

 

2004.8 

 

    

 2006.6 

 

    2006.6 

 

 

日本教師教育学会教師教育政策特別委員会主催シンポジウム 

 

日本教育経営学会第 43 回大会 

 

日本教師教育学会大会 課題研究 

 

日本教師教育学会大会 課題研究 

 

 

「子どもの世界」研究会(代表:鈴木慎一) 

 

東北教育実践・経営フォーラム 

 



7. 学校管理職教育プログラムのコモン・コアとしてのスタンダード開発 

 

8. 教員養成の「高度化」を考えるーアメリカと日本の比較を中心にー 

 

9. 教師の研修の意義と校内研究・研修システム 

 

10.学校の組織力向上の在り方－『学校経営・運営ビジョン』実現を目指して 

 

11.わが国の教員養成・免許制度の課題－日米比較の視点から－ 

 

12.Reform of Teacher Education in Japan: Trends, Problems, and Future. 

 

13.教員免許更新制を考える-日米比較の立場から- 

2006.6 

 

2006.8 

 

2006.8 

 

    2007.6 

 

     2007.8.  

 

      2008.3. 

 

      2008.8. 

日本教育経営学会第 46 回大会（東北大学） 

 

日本教育学会第 65 回大会（東北大学）特別課題研究 

 

日本教育学会第 65 回大会（東北大学）ラウンドテーブル 

 

日本教育経営学会第 47 回大会（玉川大学）、共同発表 

 

国立教育政策研究所 

 

日本教師教育学会主催 第一回東アジア教師教育国際シンポジウ

ム 

日本学校教育学会第２３回大会シンポジウム 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

1. 日本教育行政学会 

2. 日本教育経営学会 

3. 日本教師教育学会 

4. 日本カトリック教育学会 

5. 東北教育学会 

6. 東北教育実践・経営学会 

7. 東北アメリカ学会 

8. 日本学校教育学会 

9. 日本教育学会 

10. 日本比較教育学会 

11. 日本児童文学学会 

12. 日本アメリカ教育学会 

 

 

理事  

理事  

理事 紀要編集委員 

理事 紀要編集委員長 

理事 副会長 

役員 

理事 

 

 

 

 

1978 

1983 

1992 

1989 

1997 

2006 

1981 

1988 

1979 

1981 

1994 

1989 

 

 

 

 

 

 



Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

1.日本学術振興会 

 

 

2.日本学術振興会 

 

3.日本学術振興会 

 

 

4.日本学術振興会 

 

5.日本学術振興会 

 

6.文部科学省 

 

 

 

 

 

7.文部科学省 

 

 

 

 

 

8.国立教育政策研究所 

 

9.国立教育政策研究所 

 

10.国立教育政策研究所 

2003 

 

 

2004 

 

2007-2008

 

 

2007-2008

 

2008- 

 

2008 

 

 

 

 

 

2008 

 

 

 

 

 

2008- 

 

2009 

 

2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知の拠点として

の 地 域 貢 献 支

援メニュー群・

地 域 共 同 研 究

支援 

 

知の拠点として

の 地 域 貢 献 支

援メニュー群・

地 域 共 同 研 究

支援 

 

アメリカにおける教員免許制度と教員研修制度の関連性に関する実証的研究 

（研究代表者） 

 

教師教育質的向上策とその評価に関する国際比較研究(研究分担者) 

 

学校経営に関わるコンサルテーションのニーズ・手法・倫理に関する研究(研究分担

者) 

 

スクールリーダー大学院における教育方法に関する開発的研究(研究分担者) 

 

米国における公共管理システムの転換と学校指導者養成システムの変容 

 

大学における教師・保育士の実践的指導力養成に関する総合的研究(研究代表者) 

 

 

 

 

 

教育における「公共性」に関する比較研究(研究代表者) 

 

 

 

 

 

教育研究組織における評価に関する総合的研究(研究協力者) 

 

教育条件の整備に関する総合的研究(研究協力者) 

 

教員の質の向上に関する調査研究(管理職研修班)(研究協力者) 

1,500,000 

 

12,800,000 

 

 



３．特記事項 

(非常勤) 

1. 東北大学 「教育原理Ⅰ」「教育原理Ⅱ」(1987-現在に到る) 

2. 山形大学 教育学部 「教育経営学」(2001-2006) 

3. 放送大学 「教育の原点を考える」(2009) 

 

(講演会・研修会等) 

1.「これからのスクールリーダー-現代の教育改革との関連で-」(福島県教育センター,平成１６年度新任校長研修,2004.5) 

2.「これからのスクールリーダーの役割」(福島県教育センター,平成１６年度新任教頭研修,2004.7) 

3.「学校におけるマネジメントの意義と課題」(仙台教育センター,平成１６年度 10 年経験者研修,2004.7) 

4.「学校評価シンポジウム」(仙台市教育委員会主催,シンポジスト,2004.8) 

5.「授業評価について」(仙台白百合女子大学第一回教員研修会,2004.9) 

6.「平成１６年度試行教員評価について」(平成１６年度第二回宮城県高等学校石巻地区教頭会,2004.11) 

7.「アメリカにおける教員免許更新制度について」(日本教育大学協会,2005.1) 

8.「これからのスクールリーダーの条件」(福島県教育センター,平成１７年度県立高校新任校長研修,2005.5) 

9.「これからのスクールリーダーのあり方」(福島県教育センター,平成１７年度県立高校新任教頭研修,2005.5) 

10.「これからのスクールリーダーの条件」(福島県教育センター,平成１７年度小中学校新任校長研修会,2005.5) 

11.「学校組織マネジメント-その背景と課題-」(仙台市教育センター,仙台市立小中学校教頭研修会,2005.7) 

12.「新しい教員評価制度の背景とねらい」(宮城県教育委員会,平成１７年度高等学校及び特殊教育諸学校副校長・教頭研修会,2005.10) 

13.「アジア太平洋戦争の物語」(モンタナ大学教授 Philip West 氏の講演)のモデレーター(通訳・司会)(東北大学公開講座「アメリカの社会と文化-現在と未来-」第四

回,2006.2) 

14.「教育改革とスクールリーダーの役割」(福島県教育センター,平成１８年度県立高校新任校長研修会,2006.5) 

15.「教育の本質と教育・ケア実務者及び指導者の育成」(東北福祉会認知症介護研究・研修センター，2006.5) 

16.「これからのスクールリーダーの役割」（福島県教育センター，平成１８年度県立高校新任教頭研修会，2006.5） 

17.「これからのスクールリーダーの条件」（福島県教育センター，平成１８年度公立小・中・養護学校新任校長研修会，2006.5） 

18.「これからのスクールリーダーの役割」（福島県教育センター，平成１８年度公立小・中・養護学校新任教頭研修会，2006.5） 

19.「教育改革とこれからの学校経営」（平成１８年度全国公立学校小中学校事務職員研究会宮城支部研修会，2006.6） 

20.「大学とは何か」（宮城県塩釜女子高，2006.7） 

21.「教育制度論」「専修学校制度論」（社団法人宮城県専修学校各種学校連合会、宮城県専修学校教員研修事業等委員会、平成 18 年度新任教員研修会，2006.7） 

22.「これからの大学と大学職員の役割」（平成 18 年度仙台白百合女子大学職員研修会，2006.9） 

23.「コンパス東北の課題 ゛学力向上″どう考えますか」（ＮＨＫ仙台局，2006.11.）に出演 

24.「教育制度論」（社団法人宮城県専修学校各種学校連合会、宮城県専修学校教員研修事業等委員会、平成１９年度新任教員研修会、2007.7） 

25.「わが国の教員養成・免許制度の課題-日米の比較の視点から」(教育向上に関する調査研究会、国立教育政策研究所) 

26.東北アメリカ学会公開講座「アメリカの社会と文化-現在と未来」、Sally Hastings 教授講演「Japanese Women in American Colleges and Universities in 1920s」のコーディ

ネーター 



27.「教育の本質と教育・ケア実務者及び指導者の育成」(平成 20 年度第二回認知症介護指導者養成・研修、東北福祉会認知症介護研究・研修センター) 

 

(自治体の審議委員等社会的活動) 

1.宮城県教育委員会、「みやぎの教員の資質向上に関する調査研究会議」委員(2003.6-2005.2) 

2.宮城県教育委員会、「民間人校長公募選考委員会」委員長(2004.10-2004.12) 

3.仙台市教育委員会、「仙台市小中学校適正規模等検討委員会」副委員長(2005.2-2007.5) 

4.東京学芸大学、「教員養成カリキュラム開発センター」運営協議委員(2005.4-2009.3) 

5.宮城県教育委員会、「総合教育センター(仮称)基本構想策定委員会」委員長(2005.6-2006.1) 

6.文部科学省、「教員養成 GP」審査委員(2005.7) 

7.宮城教育大学、「教員養成 GP 評価委員会」委員長(2006.4-2007.4) 

8.宮城県「総合計画審議委員」（2006.6-2007.1） 

9.福島県教育委員会「学校の組織運営に関する調査研究推進会議」アドバイザー(2006.8-現在に至る) 

10.東北大学大学院教育学研究科「大学院教育改革支援プログラム」外部評価委員会委員(2008.1.-現在に至る) 

11.宮城県民間資金等活用事業検討委員会臨時委員(2008.3.-2008.12) 

12.日本学校教育学会第 23 回大会実行委員長(於:仙台白百合女子大学)(2008.8) 

13.宮城県教育委員会 平成 21 年度民間人校長の任用に関する選考委員会委員長(2008.10) 

 

(大学の管理運営上の実績) 

1.図書館長(2002.4-2002.7) 

 2.人間発達学科長(2002.8-2004.3) 

3.人間学部長(2004.4-現在に至る) 

 4.学校法人白百合学園 評議員(2004.4-現在に至る) 

5.大学院・学科再編プロジェクト委員長（2006.7-2008.5） 

6.大学院設置準備室長（2006.11.－2008.5） 

7.自己点検・評価委員会副委員長(2007.4-現在に至る) 

8.危機管理委員会副委員長(2008.4-現在に至る) 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    マキイシ タ   キ  コ 

氏   名   槇 石 多 希 子  
職   名  教授 

人間学部  人間発達学科 

取 得 学 位  博士(教育学)    

（大学名）      東北大学            （取得年月） 2005 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. .家族の社会学（専門科目）のための教科書、『変化する社会と家族』（共

著、建帛社、1998 年）の作成 

 

 

 

 
2.ジェンダー論(共通科目・半期)の開講と参加型学習の展開  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 「子どもフェスタ・イン塩竈」（塩竈市主催・市民団体共催）における市民参

加型活動への学生参加の指導 

1998.9～ 

 

 

 

 

 

2002.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2002.11 

 

 

社会学の各論の中で家族社会学は、学科を問わず受講する学生が多

くおり、この領域の一定の水準にある教科書が出版されていないわけで

はない。われわれの作成した『変化する社会と家族』は、家族社会学の領

域だけではなく、福祉社会論などの参考図書にもなりえるので、概ね好評

であり 200７年までに４刷を重ねている。  

 

女性学やジェンダーの視点に立つ学際領域の科目を、女子大学である

ならばなおさら開講されるべき基本的な科目として主張してきたが、2000

年にようやく実現した。女性の社会的地位の世界的な動向や社会の急激

な変化のもとで、日本の女性を取り巻く社会・経済的環境も大きく変わって

きており、女子学生の今後のライフコースの構築にとって、ジェンダー論に

おける学びは必須である。学びの方法としてはこれまでの知識集積型の

学習だけでなく、学生の日常生活の中から課題を見出し、家族や地域の

人々、アルバイト先や市民活動をする人々との直接的な接触を通して、プ

ロセス重視の参加型学習を導入し、さらにグループ学習として寸劇づくり

（脚本作成・上演）を通して課題の共有と深化を図っている。 

また、宮城県の男女共同参画課（以前は女性政策課）の啓発事業とし

て男女の平等や差別の撤廃に関わる論文・標語・俳句・イラスト等を毎年

県民から募集しており、これに本科目の受講者の応募を促し、1990 年以

降たびたび表彰を受けている。 

 

 

人間発達総合演習（３年・通年）における２００２年度の基本テーマは

「宮城県における国際理解・支援」とし、学生各自の関心に結びつけなが

ら展開した。在仙の留学生との交流や施設の見学に加えて、ゼミ生が一



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.3・4年生ゼミ（人間発達総合演習Ⅰ・Ⅱ）におけるサービスラーニングの

展開と地域貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.東北大学教育学部社会教育主事講習講師 

 

 

 

 

 

6.「キャリア・デザイン」（共通科目）の開講 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005 年～ 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年～ 

丸となって学習成果の一部を塩竈市民と連携したイベント（生涯学習セン

ター・公民館で開催）の中で発表する機会をつくり指導した（槇石は塩竈市

の行政アドバイザー）。 

３２団体が参加した中で大学関係は本学だけであり、宮城県の外国籍

児童・生徒の実態を報告したパネルの展示と説明、また日本の伝統的な

おもちゃや外国のおもちゃ・お菓子・歌で子どもたちと遊ぶことなどを通し

て多様な子ども文化を紹介した。大学での学びを地域の市民活動に結ぶ

意味やおもしろさ、また近年開始された行政と市民の協働の難しさについ

ても学び得た。 

子どもの本離れをテーマに、地域の図書館、子ども文庫活動団体、市

民センターなどと連携しながら学びを実証的なものにしつつ、学生たち自

身の企画で読み聞かせやの会を立ち上げる力を養成し、事業の企画・運

営を指導している。 

2006 年度からは、本学近隣の市民センターにおいて小学生を対象に

｢遊び・読み聞かせ｣活動を展開している。また、留学生に帯同して来日し

日本の小学校に通っている子どもたちの学習支援を留学生会館において

行っている。サービスラーニングの手法は、ゼミにおける学習から、保育

士養成課程の専門科目などにも拡張している。 

 

東北大学教育学部は毎年年７月下旬から 8 月中旬の期間に、宮城県、

山形県、福島県の三県にわたる小・中・高校教員及び自治体職員に対し

て、社会教育主事講習を実施している。その中の特論として、「ジェンダー

と社会教育」「男女共同参画と市民参加」等の講義を 2005 年から担当して

いる。真の実質的な両性の平等・人権の尊重の視点に立つ社会教育・成

人教育の展開の重要性を講義している 

 

 

近年の学生の卒業後の進路状況は多様化している。必ずしも職業だけ

ではないキャリアの形成として、自分の人生の方向を探し求め、人生を切

り拓くために、１年次後期に全学の学生を対象に｢聴き、話し、書き、討論｣

しながら自己を省察する科目として「キャリア・デザイン」を構築し担当して

いる。この授業は、２年次以降の各学科の特色に応じたキャリア形成のス

タートとして位置づけられており、担当者の所属する人間発達学科では 3・

4 年次には「キャリア専門演習」を新設(2008 年度から)した。 



 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

1. ジェンダーと成人教育 

 

2. ジェンダーと教育 

  －理念・歴史の検討から政策の実現に向けてー

 

 

 

［論文］ 

1. 都市社会構造と青少年政策の展開過程―ワシ

ントン州シアトル市を事例に― 

 

2. 家族の新しい形―<近代家族>を超えて 

 

 

 

3. 都市政策形成と市民参加―男女共同参画計画

づくりを通して 

 

4. 神楽と地域の教育力―福島県・福田十二神楽を

事例に 

 

5. 女性の政策・方針決定過程への参画とエンパワ

ーメントー活動型女性のアンケート調査に基づい

てー 

 

6. 女性の社会参加と成人教育（博士論文） 

 

 

 

編著 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

2005.4 

 

 

2005.12 

 

 

 

 

2002.4 

 

 

2002.4 

 

 

 

2003.4 

 

 

2004.1 

 

 

2004.10 

 

 

 

2005.3 

 

 

 

創風社 360 頁 

 

 

東北大学出版会 359 頁 

 

 

 

 

『日本都市学会年報 200１』

vol.35 

 

『福祉社会論―変貌する福祉

社会の今と行方』東北学院大

学社会福祉研究所 

 

『日本都市学会年報 2002』 

ｖｏｌ.36 

 

『仙台白百合女子大学紀要』 

8 号 

 

『東北大学教育学部研究年

報』 53 集 

 

 

東北大学 

 

 

 

高橋満ほか 8

名 

 

生 田 久 美 子

ほか 12 名 

 

 

 

高橋満 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高橋満・槇石多希子 

 

 

 

 

 

 

 

 

25-58 頁 

 

 

337-359 頁 

 

 

 

 

211-222 頁 

 

 

9-12 頁 

 

 

 

120-124 頁 

 

 

63-72 頁 

 

 

121-143 頁 

 

 

 

237 頁 

 



 

7. 高学歴女性の社会参加と成人教育―地方中

核都市における女子高等教育機関卒業生のライ

フコースを事例に 

 

8.エージェンシーとしての女性と学習―「女性問題

学習論」を越えて 

 

9.ジェンダーと成人教育―男女共同参画施策をめ

ぐる NPO 市民活動の学び 

 

 

10.女性ベビーブーマーの新たな挑戦 

 

［書評］ 

1.家族援助を問い直す 

 

［調査報告書等］ 

 

2. 外国籍市民の生活と意識に関する調査報告書 

 

 

 

3. 東北社会における国際結婚をめぐる諸問題と社

会的包摂に関する実証的研究 

 

4. 塩竃市民調査報告書（委託調査研究） 

 

5. 転換期における東北社会の変動の特質と市民

活動の役割における実証的研究 

 

6.新版家政学事典 

 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

共著 

2005.3 

 

 

 

2005.4 

 

 

2005.12 

 

 

 

2007.5 

 

 

2004.3 

 

 

 

2002.3 

 

 

 

2003.3 

 

 

2003.8 

 

2004.3 

 

 

2004.7 

『仙台白百合女子大学紀要』 

9 号 

 

 

『ジェンダーと成人教育』 

 

 

『ジェンダーと教育―理念・歴

史の検討から政策の実現に向

けて』 

 

『WM・ダブリュ・エム』 VOL. 18

仙台男女共同財団 

 

『生活経営研究』 VOL.29 

 

 

0 

東北大学大学院教育学研究

科成人継続教育論講座302頁

 

 

科研費基盤研究報告書 48 頁

（研究代表者） 

 

塩竃市(研究代表者) 120 頁 

 

科研費基盤研究報告書 

（研究分担者） 420 頁 

 

朝倉書店 ９４５頁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 本 家 政 学

会・家族関係

部会 135 人 

 

15-38 頁 

 

 

 

25-58 頁 

 

 

337-359 頁 

 

 

 

2-7 頁 

 

 

34 頁 

 

 

 

抽出不能 

 

 

 

1～38 頁 

 

 

1～50 頁 

 

抽出不能 

 

 

720～724 頁 



 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本家族社会学会 

日本教育社会学会 

日本社会教育学会 

日本都市学会 

 1988．10 

1998．5 

1999．5 

2000．9 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

 

学術振興会 

 

 

文部科学省 

 

 

文部科学省 

 

 

2001-2002 年度

 

 

2000-2003 年度

 

 

2003-2004 年度

 

 

科 研 費 基 盤 研

究（Ｃ）（２） 

 

科 研 費 基 盤 研

究(A) 

大 学 教 育 高 度

化 推 進 特 別 経

 

東北社会における国際結婚をめぐる諸問題と社会的包摂に関する実証的研究 

（研究者代表） 

 

転換期における東北社会変動の特質と市民活動の役割に関する実証的研究 

（分担研究者） 

 

女子高等教育の地域社会への貢献―仙台白百合女子大学・短期大学卒業生調査

 

3,400,000 

 

 

 

7,600,000 

 

 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1. 地域と学校のコラボレーション―ワシントン州シアトル市の学校外活動の事例

から 

 

2. 都市政策形成と市民参加―男女共同参画計画づくりを中心に 

 

3. 地域と学校の連携・融合―ワシントン州シアトル市の事例から 

 

 

2002.6 

 

 

2002.9 

 

 2002.10 

 

東北・北海道教育社会・社会教育学研究会（第 26 回） 

 

 

日本都市学会(第 49 回） 

 

日本社会教育学会（第 49 回） 



 

 

文部科学省 

 

 

学術振興会 

 

2005-2007 年度

 

 

2007-2010 年度

費 

大 学 教 育 高 度

化 推 進 特 別 経

費 

科 研 費 基 盤 研

究（Ｂ） 

に基づいて― 

大学におけるサービスラーニングの教授法開発 

 

福祉国家の変容と生涯学習施設のガバナンスの再編 

1,850,000 

 

 

 

3,700,000 

 

 

 

89,00,000 

          

 

３．特記事項 

［他大学非常勤講師］ 

東北福祉大学「家族社会学」「現代の社会教育Ⅱ(女性問題と社会教育)」（2000～現在に至る） 

山形大学「家族関係学」(2005～現在に至る)  

東北学院大学「現代家族論」（2007～） 
 
 

［社会的活動］ 

1. 仙台家庭裁判所調停委員（1996～2003,2007～現在に至る） 

2. 宮城県勤労者福祉推進会議委員（1998～2003） 

3. IDE 民主教育協会東北支部実行委員（2000～現在に至る） 

4. 塩竈市男女共同参画推進協議会（会長）（2001～現在に至る） 

5. 宮城県男女共同参画審議会委員(副会長)（2002～現在に至る） 

6. 宮城県男女共同参画計画策定部会長（2002～2003） 

7. 仙台市公民館運営審議会委員(副会長)（2003～現在に至る） 

8. 特定非営利活動法人「イコールネット」理事（2003～現在に至る） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    アサ クラ ミツ ヒコ 

氏   名   朝 倉 充 彦 
職   名   教授 

人間学部   人間発達学科 

取 得 学 位   教育学修士   

(大学名）       東北大学           （取得年月） 1980 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

 

1. インタラクティブ型授業の構築 

 

 

 

 

 

 

2. 学生参加型授業の構築 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004．4～ 

 

 

 

 

 

 

2004．4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎回の授業において、学生に授業の内容・方法についての意見・感想・質

問等を記載するコメント・ペーパーを課し､次回の授業で､口頭またはプリ

ントによる紹介を行っている。これにより､学生と教員間および学生間にお

ける意見交換が行われ、これによって学生の授業への意欲的取り組みが

顕著に認められるとともに､教員にとっても授業方法についての具体的改

善に繋がっている。 

 

教職科目の授業において､受講者全員が 10～2０分の時間で、自己につ

いて語ることをテーマとするスピーチを導入している。また、毎回の授業の

中で扱う講義テーマに関してディベートを実施している。これにより､学生

は自身の教職についての自覚を高めながら､自己表現能力を習得してい

る。さらに､学生が授業者となりそれ以外の学生が生徒の役割を果たす模

擬授業とその授業について学生同士の相互評価を実施し､授業実践能力

の形成を図っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.『新訂版 資料で考える子ども・学校・教育』 

 

 

 

［論文］ 

１. 初期・野村芳兵衛の子ども観 

 

2.大正新教育における「分団教授法」にみる学級観

 

共著 

 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

2003.6 

 

 

 

 

2006.1 

 

2008.1 

 

文化書房博文社 

 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要第

10 号 

仙台白百合女子大学紀要第

12 号 

 

 

 

 

 

 

朝倉充彦・宮崎秀一・

遠藤孝夫・笹原英史 

 

 

54 頁 、 178

頁 、 268-284

頁 

209-230 頁 

 

 

 

161-182 頁 

 

54-83,141- 

143,147-149, 

164-168 頁 

 

 

175-185 頁 

251-261 頁 

 

 

215-223 頁 

 

 

143-152 頁 

 

1-13 頁 

 

 

 

 



 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本教育学会 

東北教育学会 

日本教育方法学会 

教育哲学会 

教育史学会 

日本学校教育学会 

 

紀要編集委員（2003～現在に至る） 

 

 

 

第 28 回大会事務局長（2007） 

1981.4.1 

1982.4.1 

1981.4.1 

1982.4.1 

1989.4.1 

2007.3.1 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

宮城県保育士試験委員（1997～2003）：宮城県保育士試験委員会の委員として活動 

 

 



自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ     ウノ    シノブ 

氏   名   宇野  忍  
職   名  教授 

人間学部  人間発達学科  

取 得 学 位  教育学修士   

(大学名）     東北大学             （取得年月） 1971 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

 

1. コメントペーパーを利用した学生とのコミュニケーションに基づく授業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009.4～ 

 現在に至る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年生対象の「教育心理学 B」、3 年生対象の「幼児教育の方法」「学習

心理学」において、コメントペーパー（A6 判）を利用して学生からの質問、

要望に応じた授業を行っている。これらの授業では、授業終了時 10 分を

利用し、①授業を聞いてわからなかったこと、②授業を聞いてわかったこ

と、③授業への要望を毎時間コメントペーパーに書いてもらい、それに基

づいて次の時間の冒頭でわからなかったことなどを紹介し、再説明を行っ

ている。 

学生は授業中に音声言語で主体的にリアルタイムに質問することは、

推奨しているが、ほとんどない。しかし、文章で書くというとかなり自由に書

く。このことを利用して、教師と学習者間の齟齬をできるだけなくし、教授

活動と学習活動間の改善に役立てている。 

本学で教鞭をとるようになったのはこの 4 月であり、学生のこの方法に対

する評価はまだ得ていないが、前任校である東北大学では、学生から理

解をしやすくする、自分ばかりでなくクラスメートがどんなことを考えている

かがわかり、有用だと思うとの評価を得ている。 

 

 

 

 

 

 

 



（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.授業デザインの最前線 

 

［論文］ 

1. 誤概念はひとりでに修正されるか－大学生にお 

ける植物領域の誤概念の保持状況 

 

2. 小学生の植物単元学習に関する縦断的研究-単

元内容の自発的関連づけに着目して－ 

 

 

3. 小学生の植物単元学習における単元間の「縦断

的関連づけ」の効果 

 

 

4. 日本人の中国語初学者に声調学習を援助する

際の効果的方法に関する研究 

 

5. 多動傾向にある小学生の問題行動の改善と算

数学習を援助するための学習環境づくり 

 

6. 東北大学全学教育における授業実践・評価改善

サイクルの新たな取り組み－「授業実践記録」作

成と「ミニットペーパー」の活用 

 

7.英文読解に対する興味と動機を促進する試み-英

文読解過程を問題解決過程として組織する際の映

像教材の効果 

 

8.東北大学工学部のポートフォリオによる「学習の

 

共著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

2005.3 

 

 

2005.3 

 

 

2005.6 

 

 

 

2005.12 

 

 

 

2005.12 

 

 

2006.12 

 

 

2007.3 

 

 

 

2007.6 

 

 

 

2008.3 

 
北大路書房 
 
 
東北大学大学院教育学研究
科研究年報 Vol.53 No.2 
 
教授学習心理学研究 
Vol.1No.1 
 
 
教授学習心理学研究 
Vol.1No.2 
 
 
教育心理学研究 Vol.53No.4 
 
 
教授学習心理学研究 
Vol.2No.2 
 
東北大学高等教育開発推進
センター紀要 第 2 号 
 
 
東北大学大学院教育学研究
科研究年報 Vol.55 No.2 
 
 
東北大学高等教育開発推進

 

 

 

 

 

 

 

工藤与志文、

荒井龍弥、白

井秀明 

 

工藤与志文、

荒井龍弥、白

井秀明 

 

胡玉華 

 

 

福山晶子 

 

 

関内孝、縄田

朋樹、葛生政

則、板橋孝幸

 

 

 

 

 

関内孝、縄田

 

高垣マユミ編著 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31-53 頁 

 

 

127－147 頁 

 

 

37-47 頁 

 

 

 

76-88 頁 

 

 

 

541-564 頁 

 

 

59-69 頁 

 

 

197-210 頁 

 

 

 

65-88 頁 

 

 

 

187-199 頁 



成果」検証の取組の成果と課題-「学習等達成記録

簿」に関する学生・教員対象アンケート実施報告 

 

［書評］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター紀要 第 3 号 
 
 
 
 

朋樹、葛生政

則、板橋孝幸

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1.小学生の物質の基礎概念理解に関する横断的研究 

 

2. 小学生の溶解時の重さ判断に及ぼす物質の基礎概念学習の影響－5 年単

元「もののとけ方」を対象として 

 

3. 英文読解に対する興味関心を促進する試み 

 

4. 発展的科学学習の援助者チームの構成モデル－学習後のチーム構成員の

変化の考察 

 

5.発展的科学学習の評価系の開発-量的及び質的アプローチによる試み－ 

 

6.小学生の物質の基礎概念理解に及ぼす関連づけ教授の効果 

 

7. 小学生の溶解時の重さ判断に及ぼす物質の基礎概念学習挿入の効果－6

 

2005.6 

 

2005.6 

 

 

2005.9 

 

2006.6 

 

    

 2006.6 

 

    2006.6 

 

2006.6 

 

日本教授学習心理学会第 1 回年会予稿集 50-51 

 

日本教授学習心理学会第 1 回年会予稿集 52-53 

 

 

日本教育心理学会第 47 回総会発表論文集 385 

 

日本教授学習心理学会第 2 回年会予稿集 44-45 

 

 

日本教授学習心理学会第 2 回年会予稿集 46-47 

 

日本教授学習心理学会第 2 回年会予稿集 34-35 

 

日本教授学習心理学会第 2 回年会予稿集 32-33 



年単元「水よう液の性質とはたらき」を対象として 

 

8. 英文読解を問題解決過程として構成する際の教材の違いが読みたさや訳の

正確さに与える影響について 

 

9. 大学生の誤った知識の保持状況（１）-（2） 

 

 

 

 

2006.6 

 

 

2006.9 

 

    

 

 

日本教授学習心理学会第 2 回年会予稿集 10-11 

 

 

日本教育心理学会第 48 回総会発表論文集 147-148 

 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

1. 日本教育心理学会 

2. 日本教授学習心理学会 

3. 日本読書学会 

4. 日本科学教育学会 

5. 東北心理学会 

 

理事 「教育心理学研究」常任編集委員 

理事長 

 

 

理事  

 

1972 

2005 

1986 

2004 

2007 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

1. 文部科学省 

 

 

2. 文部科学省 

 

 

3. 文部科学省 

 

2004-2005 

 

 

2004-2005 

 

 

2005-2006 

 

 

 

 小学生の単元進行に伴う学力差拡大状況の実態とその是正のための教授法の開

発（研究分担者） 

 

実物教材の導入が英文読解への意欲と理解を促進する効果に関する教育心理学

的研究（研究代表者） 

 

初等教育における発展的科学教育の計画・実施・評価に関する学際的な開発研究 

（研究代表者） 

 

 

2,900,000 

 

 

700,000 

 

 

8,100,000 

 

 

 

 



３．特記事項 

(非常勤) 

1. 東北大学大学院教育学研究科 「教育心理学特論Ⅰ」(2009.4-現在に到る) 

2. 東北学院大学「教育心理学」（2005.4－現在に至る） 

 

 

(講演会・研修会等) 

1. 「教師に求められる実践的指導力とその評価」（盛岡大学教員養成 GP フォーラム・シンポジウム・パネリスト、2007.3） 

2. 「学習効果を高める支援・指導のあり方－教授学習心理学の視点から」（宮城県教育委員会 平成２０年度高等学校５年経過研修、2008.9） 

3. 「具体的な授業づくりのポイント」（宮城県教育委員会 平成 20 年度理科支援員等配置事業特別講師､2009.1） 

4.  「実習指導の方法と留意点」（青森県健康福祉政策課 看護学生実習指導者研修会､2009.2） 

 

 
(自治体の審議委員等社会的活動) 

1. 仙台市教育委員会、「課題のある教員審査委員会」委員長（2003-現在に至る） 

2. 日本学術振興会科学研究費審査委員(2005.4-2006.3) 

3. 宮城県富谷町教育委員会富谷町学校評価事業運営委員会委員長(2006.6-2008.3) 

4. 大学評価学位授与機構大学機関別認証評価委員会専門委員(2007.5-2008.4) 

5. 大学評価学位授与機構大学機関別認証評価委員会専門委員(2008.5-2009.4) 

6. 大学基準協会大学評価委員会教育系専門評価分科会主査(2008.4-2009.3) 

 

 

(大学における委員会活動) 

1. 研究推進委員会副委員長（2009.4-現在に至る） 

2. FD 委員会委員（2009.4-現在に至る） 

 

 



                                            自 己 点 検 表 

 

１．教員個別表 
フ リ ガ ナ        オオタ マサカツ 

氏    名     太田 將勝  
職   名    教授 

人間学部    人間発達学科

取 得 学 位  文学修士 

(大学名)     東北大学            （取得年月） 1971 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

１ 児童画展審査における幼児作品部門の企画・推進（主なもの） 

   ①海上保安庁主催「未来に残そう青い海 図画コンクール」 

   ②新潟県児童生徒絵画版画コンクール 

   ③妙高四季彩ジュニア展 

 

 

 

２ 日本とアメリカ合衆国両国の児童生徒の国際美術展の企画と推進 

 

 

 

 

３ 日本ジュニア美術協会諮問委員会の企画と推進 

 

 

 

 

４ 上越芸術総合研究所の設立、同研究所紀要の企画・編集・発刊 

 

２００４～２００７

２００４～２００７

２００４～２００７

 

 

 

２００４～２００７

 

 

 

 

２００４～２００７

 

 

 

 

２００４～２００７

 

国家機関・地方自治体・任意団体主催による児童画展の応募作品審査の

計画と実務を担当。子どもの描画の発達段階を十分考慮し、生命感、躍

動感、あるいは鬱屈した子どもの真情が溢れる作品を各展の規約に従

い、所定の点数を選定、特に優れているものには賞を与えるべく、運営を

支援した。 

 

アメリカ合衆国ニューヨーク市クイーンズ区美術教育総括指導主事ウィリ

アム・カスーリ氏との協力体制により、表記の計画を企画・推進中である。 

２０１５年秋に実現予定である。日本国外務省、同在外公館、ユネスコ、ニ

ューヨーク市との連携を計画している。 

 

表記協会の児童画展は、２０年来毎秋東京で開催しているが、児童画美

術館やコンピューター・サイト上での児童画美術展の創始を視野に入れ

て、全国もしくは国外での広報・発展について、さらに計画推進している。 

 

 

上越地区における造形芸術に係る総合研究機関を企図し、機関誌『上越

芸術彙報』を発刊した。 

 

 

 

 

 

 



（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

 

［論文］ 

久保貞次郎論―小コレクター運動と版画収集をめ

ぐってー 

 

馬頭観世音菩薩考―儀軌・図像輯掲出図像から見

た越後柏崎石彫諸仏― 

 

孔雀明王経法とその図像表現をめぐって 

 

子どもの絵―成長と描画の発達段階からー 

 

 

陸前名取の熊野三社信仰と熊野曼荼羅（Ⅰ） 

 －信仰と死生観をめぐってー 

 

 

 

 

聖母子像の系譜に関する図像学的研究（Ⅰ） 

 －序論的考察― 

 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

単著 

 

共著 

 

単著 

 

 

 

 

単著 

 

 

２００４・９ 

 

２００５・８ 

 

２００７・６ 

 

２００８.・３ 

 

２００８・１２ 

 

 

 

 

２００８・１２ 

 

 

『上越教育大学研究紀要２４

－１』 

『史跡と美術 ７５７』 

 

『史跡と美術 ７６３』 

 

芸術総合研究所 

 

『仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要 人間の

発達４』 

 

『仙台白百合女子大学紀要１

３』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

包格日楽吐・

張春梅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太田將勝 

 

 

ｐｐ２１９～２２

９． 

 

ｐｐ２６２～２７

２ 

 

ｐｐ１～１０ 

 

 

ｐｐ１～２４ 

ｐｐ５７～６２ 

 

 

 

 

ｐｐ９～２７ 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      



学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

作家研究（渡部 等） 

同上 

同上 

同上 

「お馬出し」（新潟県上越市・地域と文化）に係る歴史的研究 

同上 

美術とのかかわり 

 

 

２００４・８ 

２００４・１０ 

２００５・９ 

２００６・７ 

２００５・１０ 

２００６・４ 

２００７・１ 

新潟日報 

新潟日報 

新潟日報 

新潟日報 

新潟日報 

上越タイムス 

すどう美術館 『こみていす』 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

比較思想学会 

日本理論心理学会 

  

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

 

 

 



３．特記事項 

上越教育大学非常勤講師（２００８年度、中等美術科指導法（課程論）。中等美術科指導法（教材論）。博物館資料論） 

上越市美術収集委員会委員（２００４～２００８年度） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    オオ  ミチ ナオ ト 

氏   名   大 道 直 人 
職   名  教授 

人間学部   人間発達学科  

取 得 学 位  理学博士   

(大学名）     東北大学            （取得年月） 1977 年 3 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

 

１. 専門総合演習科目への心理実験設計ツール活用 

 

２. 心理実験設計ツールを活用した専門総合演習科目 

 

３. 専門基礎演習科目 IT 化の一事例 

 

４. 仙台・東京白百合間遠隔授業・テレビ会議システム敷設 

 

５. ヘブライ語を使った記憶実験 

 

６. 法人内大学間ネットワークシステムの充実と試験運用 

 

７. E-Prime によるヘブライ語を使った記憶実験 

 

８. コンピュータ演習室の PC 総入れ替えに伴う情報教育の見直し（授業評

価での学生の要求に対応） 

 

 

 

９．初の法人内大学間遠隔授業実施 

 

１０．第２回法人内大学間遠隔授業実施 
 

 

2004.8 

 

2004.11 

 

2005.8 

 

2005.10 

 

2006.8 

 

2006 

 

2006.11 

 

2007.4 

 

 

 

 
2007.5 
 
 
2008.5 

 

PC Conference 発表。ゼミに認知科学的要素を取り込む工夫。 

 

情報処理教育研究集会発表。IT 化と動機付けの強化策。 

 

PC Conference 発表。ゼミの一貫性を図る。 

 

法人内大学間連携強化とその教育への還元を目指した取り組み。 

 

PC Conference 発表。記憶実験と動機付けの試み。 

 

RealSystem 敷設と試験運用（諸打ち合わせ・研究センター共同研究）。 
 

情報処理教育研究集会発表。 

 

１）プロジェクタとスクリーンのセットによるプレゼンテーションから学生 PC

間のモニタへの提示に変更したことで授業大幅改善。２）デュアルブートの

Linux から CD-ROM 版 Linux に変え大幅経費削減。３）合わせて SAS も止

めて、情報処理Ⅱの学習内容の軽減。 

 

東京白百合の FYE 的授業の一環として「食育」実施（第１回） 
 
 
東京白百合の FYE 的授業の一環として「食育」実施（第２回） 



 

１１．e-learning 活用開始  
2009.4 

 
「共通科目」、「専門科目」における担当科目のシラバスと教材を

e-learning（Moodle）を活用した提供に変える 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1.Restricted self-consistent field method for excited 

states 

 

2.The Dominant Fragmentation Pathways in 

Multiphoton Ionization of Alkyl  Iodides. 

 

3. “ TIME-DEPENDENT MASS SPECTRA AND 

BREAKDOWN GRAPHS.15.TOLUENE-D8” 

 

4. ヘブライ語の学習過程における文字と単語の記憶

成績の変化 

 

 

 

[学会発表論文] 

5. 専門総合演習科目への心理実験設計ツール活用 

 

6. 心理実験設計ツールを活用した専門総合演習科

目 

 

7. 専門基礎演習科目 IT 化の一事例 

 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

1977.8 

 

 

1985.7 

 

 

1992 

 

 

2008.3 

 

 

 

 

 

2004.8 

 

2004.11 

 

 

2005.8 

 

 

 

 

J.Chem.Phys.(67・4) 

 

 

J.Phys.Chem.(89) 

 

 

ORG.MASS SPECTROM.(27・4)

 

 

仙台白百合女子大学人間発達

研究センター紀要 

 

 

 

 

PC Conference 論文集 

 

情報処理教育研究集会論文集

 

 

PC Conference 論文集 

 

 

 

 

 

 

 

R.D.Levine 他1

名 

 

C.Lifshiz 他 2

名 

 

渡邉兼行、熊

谷健二 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1669-1675 頁 

 

 

5606-5613 頁 

抽出不可 

 

383-392 頁 

抽出不可 

 

55-63 頁 

 

 

 

 

 

132－134 頁 

 

46－47 頁 

 

 

137－138 頁 

 



 

8. ヘブライ語を使った記憶実験 

 

9. カトリック教育に関するネゲントロピーの観点から

の一考察 

 

10. E-Prime によるヘブライ語を使った記憶実験 

 

11. 法人内大学間ネットワークの活用 ―FYE にお

ける食育の事例― 

 

12. ヘブライ語の学習過程における文字と単語の

記憶成績の変化 
 

 

 

[研究報告] 

13. アハ体験の記憶における効果の検討 

 

14. カトリック大学における建学の精神と教育 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

単著 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

 

共同 

 

 

共同 

 

 

 

2006.8 

 

2006.9 

 

 

2006.11 

 

2007.8 

 

 

2007.9 

 

 

 

 

 

2007.3 

 

 

2007.3 

PC Conference 論文集 

 

日本カトリック教育学会 

 

 

情報処理教育研究集会論文集

 

PC Conference 論文集 

 

 

日本認知科学会第２４回大会

論文集 
 

 

 

 

仙台白百合女子大学人間発達

研究センター紀要 

 

仙台白百合女子大学人間発達

研究センター紀要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡邉兼行 

 

 

 

 

 

渡邉兼行 他２

名 

 

大迫章文 他２

名 

 

 

109－110 頁 

 

36－37 頁 

 

 

166－167 頁 

 

451－452 頁 

 

 

444－445 頁 

 

 

 

 

 

49－58 頁 

 

 

59－60 頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳
発行または発表 

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 
共訳者名 

(共訳の場合）

監修者名と当該訳者 

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

 

 

 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1. 専門総合演習科目への心理実験設計ツール活用 

 

2. 心理実験設計ツールを活用した専門総合演習科目 

 

3. 専門基礎演習科目 IT 化の一事例 

 

4. ヘブライ語を使った記憶実験 

 

5. カトリック教育に関するネゲントロピーの観点からの一考察 

 

6. E-Prime によるヘブライ語を使った記憶実験 

 

7. 法人内大学間ネットワークの活用 ―FYE における食育の事例― 

 

8. ヘブライ語の学習過程における文字と単語の記憶成績の変化 
 

 

2004.8 

 

2004.11 

 

2005.8 

 

2006.8 

 

2006.9 

 

2006.11 

 

2007.8 

 

2007.9 

 

PC Conference 

 

情報処理教育研究集会 

 

PC Conference 

 

PC Conference 

 

日本カトリック教育学会 

 

情報処理教育研究集会 

 

PC Conference 

 

日本認知科学会第２４回大会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本化学会 

情報化学部会 

情報文化学会マルチメディア分科会 

情報処理学会 

教育システム情報学会 

日本認知科学会 

日本カトリック教育学会 

 1968.5 

1992.5 

1994.7 

1994.11 

1994.12 

2004.2 

2005.9 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 
助成プログラム 研究テーマ 

助成金額 

（円） 

1.文部科学省 2006 私立大学学術研 アハ体験の認知的機構と脳（人間発達研究センター認知発達 RG） 9,497,000 円 



 

 

 

2.文部科学省 

 

 

3.文部科学省 

 

 

 

4.文部科学省 

 

 

 

2006 

 

 

2007 

 

 

 

2008 

究高度化推進経

費－共同研究費

 

私立大学学術研

究高度化推進経

費－共同研究費

 

私立大学学術研

究高度化推進経

費－共同研究費

 

私立大学学術研

究高度化推進経

費－共同研究費

 

 

カトリック大学における建学の精神と教育（人間発達研究センター宗教と人間発達 RG） 

 

 

 

ヘブライ語の学習過程における文字と単語の記憶成績の変化（人間発達研究センタ

ー認知発達 RG） 
 
 
視線追尾による認知過程の検討（人間発達研究センター認知発達 RG） 

 

 

 

744,000 円 

 

 

 

705,000 円 

 

 

 

1,533,000 円 

３．特記事項 

1995.9        仙台白百合女子大学において情報科学，情報処理Ⅰ，情報処理Ⅱの教授適格と判定（大学設置審議会）現在に至る 

1996.4～2003.3   東北大学 非常勤講師（情報処理概論、情報処理演習） 

1996.4～2003.3   ＪＰＮＩＣ仙台白百合女子大学ネットワーク運用責任者 

1996.4～2003.3   ＴＯＰＩＣ仙台白百合女子大学ネットワーク運用責任者 

1996.4～       ＴＯＰＩＣ仙台白百合女子大学ネットワーク技術担当者 

1996.4～        ＴＯＰＩＣ仙台白百合女子大学ネットワーク連絡担当者 

1996.4～         ＪＰＮＩＣ仙台白百合女子大学ネットワーク技術担当者 

1997.4～2000.3   教務部長・教務委員会委員長 

2001.4～2003.3   情報システム管理室室長 

2001.4～2003.3   情報システム委員会副委員長 

2002.4～2007.3   パソコンクラブ顧問（2003.10 より PC クラブと改名） 

2003.2        イタリア・フランス研修旅行団長 

2004.4～2008.3   人間発達学科学科長 

2004.10～      東北大学理学部 非常勤講師（情報理学入門） 

2004.10～      人間発達研究センター研究員 

2006.5～2006.7   教員選考委員会委員長 

2006.11～2006.12  教員選考委員会委員 

2008.4～       人間発達学科子ども発達専攻主任 

2008.4～       人間発達研究センター長 

2009.4～       大学基準協会大学評価委員会分科会委員 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    タカ ハシ  イズミ 

氏   名   高 橋  泉 
職   名  教授 

人間学部   人間発達学科 

取 得 学 位  博士（文学）    

(大学名）    東北大学             （取得年月） 2005 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.『保健医療福祉の社会学』を共著で出版 

 

2.「高齢者教育の意義と課題」を雑誌に発表 

 

3.『新版生活問題の社会学』を共著で出版 

1998.3 

 

1999.1 

 

2001.4 

保健医療福祉系学生のための教科書、参考書として出版された。 

 

高齢者教育の方法と実践について論じた。 

 

生活問題を社会学的に学ぶための教科書、参考書として出版された。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発 行 ま た は 発

表 

 の年月（西暦）

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 
共著者名 

(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. 海と島のくらしー沿海諸地域の文化変化ー 

 

 

2.地域社会と「近代化」―柳田国男主導「山村調

査」「海村調査」の追跡調査から―. 

 

3.地域・家族・福祉の現在 

 

 

［論文］ 

1.地域社会と宗教（二）－大分県北海部郡佐賀関

 

共著 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

2002.3 

 

 

2005.7 

 

 

2008.3 

 

 

 

2001.3 

 

雄山閣 

 

 

まほろば書房 

（博士論文の出版） 

 

まほろば書房 

  

 

 

民俗学研究所紀要第 25 集

 

田 中 宣 一 他

15 名 

 

田 中 滋 子 他

11 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

244-262 頁 

382-391 頁 

 

全 231 頁 

 

 

69-80 頁 

 

 

 

89-113 頁 



 

町の事例― 

2.地域社会と近代化―分析のための視点と方法

― 

 

 

3.地域社会と「近代化」―「山村調査」「海村調査」

の追跡調査研究対象地を中心とした比較研究

―(博士論文） 

 

4.高齢者の死生観解明に向けて―日本の民俗に

みる死生観からの考察 

 

 

 

［調査報告書等］ 

1. 東北都市事典 

 

2. 祖父江孝男著『文化人類学と私― 

その流れをふりかえる―』 

 

単著 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

共著 

 

 

単著 

 

 

 

 

2003.1 

 

 

 

2005.3 

 

 

 

2008.3 

 

 

 

 

 

2004.3 

 

 

2005.12 

 

 

 

成城大学民俗学研究所 

仙台白百合女子大学紀要 

第 7 号  

 

 

東北大学 

 

 

 

人間の発達 

仙台白百合女子大学人間

発達研究センター紀要第３

号 

 

 

東北都市学会 

 

 

文化人類学日本文化人類

学会 70－3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮崎正美 

 

 

1－14 頁 

 

 

 

全 220 頁 

 

 

 

23-29 頁 

 

 

 

 

 

29-30 頁  

 

 

437 頁 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

 

 

 

 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.真宗地帯の俗信―三国町と佐賀関町を比較して― 

 

2. 呪術の消滅と持続あるいは再生 

 

2005.10 

 

2006.10 

日本民俗学会第 57 回年会 

 

日本民俗学会第 58 回年会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会学会 

日本文化人類学会（日本民族学会） 

日本民俗学会 

日本社会福祉学会 

日本老年社会科学会 

早稲田社会学会 

家族問題研究会 

 1981.4 

1974.4 

1973.4 

1989.4 

1984.4 

1980.4 

1983.4 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

1.日本学術振興会 

 

1998～2000 

 

 

 

 青年・成人と高齢者間の相互理解促進のための実験教育プログラムの開発（研究

分担者） 

 

 3,900,000 

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    タカ ハシ サ ナエ 

氏   名   高 橋 早 苗 
職   名  准教授 

人間学部   人間発達学科 

取 得 学 位  博士（教育学）    

(大学名）     東北大学          （取得年月） 1999 年 12 月  

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

 

「教育実習の研究」（1 単位） 人間発達学科、３・４年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2001.4～現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教育実習の研究」授業においては、教育実習の成果を実習生（４年）個

人から大学全体へ拡大・蓄積されていくことを目指し、３・４年生合同の実

習報告会（教育実習、介護等体験など）を設けている。実習を終えた４年

生全員は、実習中に作成した教材や指導案などを資料としながら教材研

究、授業実践、クラス運営、生徒とのコミュニケーションなどに関して発表

し、全体で質疑・討論を行う。この報告会を取り入れた結果、３年生に１年

後の教育実習の明確な目標を意識させ、実習準備へのスムーズな移行を

促す結果になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

1. 初期シカゴ学派の世界：思想・モノグラフ・社会的

背景 

 

2. 社会学ベーシックス 4：都市的世界 

 

［論文］ 

 

1.リスク社会における個人のセキュリティに関する

研究・序説. 

 

2.犯罪のリスクと個人のセキュリティ：イギリス、フラ

ンスを中心として 

 

3.アメリカにおける犯罪のリスクと個人のセキュリテ

ィ 

 

4.フランスにおける暴動：都市暴力、若者、セキュリ

ティ政策 

 

5. ニューヨークにおける犯罪の減少と秩序維持ポ

リシング 

 

［報告書等］ 

1.東北都市事典 

 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

 

2004.3 

 

 

2008.12 

 

 

 

2003.1. 

 

 

2003.8 

 

 

2004.8 

 

 

2006.3 

 

 

2008.2 

 

 

 

2004.3 

 

 

 

 

恒星社厚生閣 

 

 

世界思想社 

 

 

 

仙台白百合女子大学紀要 

 

 

山形大学法学会 

『法政論叢』28 号 

 

山形大学法学会 

『法政論叢』31 号 

 

山形大学法学会 

『法政論叢』36 号 

 

『山形大学紀要（社会科学）』

38 号 

 

 

仙台共同印刷 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今野健一 

 

 

今野健一 

 

 

今野健一 

 

 

今野健一 

 

 

今野健一 

 

 

 

 

 

 

 

宝月誠他 8 人 

 

 

井上俊・伊藤公雄編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北都市学会 

 

 

 

 

 

225－243 頁 

 

 

199－208 頁 

 

 

 

91-98 頁 

 

 

69－88 頁 

 

 

47－66 頁 

 

 

57－77 頁 

 

 

37－58 頁 

 

 

 

81-82 頁、別

冊 14、18 頁 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

 

1. アメリカの大都市における個人のセキュリティ 

 

2004.9 

 

東北都市学会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本社会学会 

東北社会学会 

地域社会学会 

都市社会学会 

日本都市学会 

東北都市学会 

 

 

研究活動委員（2000.04.～2002.03） 

 

 

事典編集委員（2001～2003）、理事（2004～

2006） 

1990 

1990 

1992 

1992 

1998 

1998 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

文部科学省 2000～2002 年

 

 

2004～2006 年

 

 

2007～2009 年 

科学研究費：奨

励研究（A) 

 

科学研究費：若

手研究（B) 

 

科学研究費：基

盤研究（C） 

初期シカゴ学派と LCRC（大学研究者と地域コミュニティの共同をめぐって）  

 

 

犯罪リスクと個人のセキュリティに関する研究（地域社会学の視点から）  

 

 

犯罪・暴力のリスクと個人のセキュリティに関する比較法制的・憲法理論的研究 分

担 

1,700,000 

 

 

1,900,000 

 

 

2,200,000 

 

３．特記事項 

仙台市社会教育委員（2005～現在に至る） 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ヌマヤマ  ヒロシ 

氏   名   沼 山  博 
職   名  准教授 

人間学部  人間発達学科 

取 得 学 位   修士（教育学）  

(大学名）      東北大学           （取得年月） 1992 年 3 月  

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.教育内容・方法の工夫 

（１）実生活とのつながりを重視した心理学基礎教育プログラムの開発と実

践（人間発達学科 2 年次開講・心理学基礎実験） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ボランティア活動と連動させたゼミ運営 

（人間発達学科３年次開講・人間発達総合演習Ⅰ） 

 

 

 

 

 

 

（３）実学教育と地域貢献を兼ねた講義の運営 

 

 

 

 

 

２．作成した教科書、教材、参考書 

 

2004.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2004.4～2007.3

 

 

 

 

 

 

 

2008.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

心理学は学生の人気が高い科目の１つとして有名であるが、同時に期待

はずれにおわる科目であるともいわれる。この原因は、本来生活の中に

位置づけるべき心理現象を実験室的知見を用いて解説しようとしてきたか

らにほかならない。そこで、これら実験室的知見をできるだけ生活文脈に

翻訳しなおし、身近にあるものを用いて、実際に実験道具を製作し、それ

を用いて実験を行うなどし、学生の実生活と心理学のトピックとを結びつ

けられるように配慮した教育プログラムを開発、実践している。この作業は

現在価・改もまた続いており、評善を行っている。 

 

本学科は人間発達の理解と援助を目標としているが、カリキュラムの制約

上実習系の科目が少ないのが実状である。そこで、ゼミで希望者を募っ

て、保育や福祉の現場へのボランティア活動を行い、そこでの経験を振り

返り、今後に活かすという試みを行った。ボランティア先としては保育所、

児童館（児童センター）、障害児学童保育、精神障害者自立支援施設等で

ある。学生の評価は高いが、ボランティア先での事故等、危機管理をどう

するかが課題であることがわかった。 

 

担当講義などにおいて、学内での講義や活動だけではなく、希望学生を

募って、仙台市内の幼稚園・保育園および障害児放課後学童保育（仙台

市独自事業）等へのボランティアとして派遣し、講義内容と実際的な経験

との融合を図っている。この試みは派遣先からも概ね高く評価されてお

り、地域貢献としての側面も併せ持っている。 

 

 



 

（１）『思春期・青年期と向き合う人のための心理学』 

 

（２）『保育の場で出会う家族援助論―家族の発達に目を向けて』 

 

（３）『子ども理解とカウンセリング』 

 

３．教育方法・教育実践に関する発表、講演等 

（１）「本学人間発達学科保育士養成課程における卒業後教育の方向性－

わが国における卒業後教育の経緯も含めて－」 

 

４．その他教育活動上特記すべき事項 

特になし 

2004.11 

 

2006.2 

 

2009.3 

 

 

2008.9 

 

 

 

 

沼山博編著・中央法規出版 

 

松村和子ほか編著・建帛社 

 

宮前理編著・八千代出版 

 

 

仙台白百合女子大学人間発達研究センター紀要第４号 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 

 

単著

共著

発行または発表

の年月（西暦） 
発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1.生徒理解の心理学 

 

2.子どもとかかわる人のための心理学 

 

 

 

3. 思春期・青年期と向き合う人のための心理学 

 

 

 

共著 

 

共著 

 

 

 

共著

 

 

 

2000.3 

 

2000.5 

 

 

 

2004.11 

 

 

 

福村出版 

 

中央法規出版 

 

 

 

中央法規 

 

 

 

菊池武剋他４

名 

 

 

 

 

 

 

 

 

菊池武剋・９名 

 

沼山博・11 名 

 

 

 

沼山博・17 名 

 

 

 

42-78 頁 

 

2-21,44-46,6

2-67,80-81,8

6-88,116-11

8 頁 

21-23,68-70

頁 

 



 

 

4. ハンセン病患者・元患者の生涯と心理的特性 –

長期にわたる社会的隔離は何をもたらしたか- 

 

5. 保育の場で出会う家族援助論 

 

 

6. 社会変動と生涯発達 

 

 

7．子ども理解とカウンセリング 

 

 

［論文］ 

1.幼児におけるものの位置関係の相対性理解につ

いて 

 

2.母性意識の発達と子どもの成長・発達との関連に

関する研究（１） 

 

3.成人期研究の動向と展望 

 

4. A life-span developmental psychological study  
of the people who suffered from Hansen's        
  Disease in Japan 
 

5.The Hansen's Disease sufferers in Japan  from a 
life-span developmental psychological perspective  
 

 

6.親意識・養育行動と子どもの成長・発達との相互

性について 

 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

共著 

 

 
 
共著 
 

 

 

共著 

 

 

 

 

 

2005.3 

 

 

2005.7 

 

 

2008.3 

 

 

2009.3 

 

 

 

1992.3 

 

 

1994.3 

 

 

2000.3 

 

2004.7 

 

 
 

2005.6 
 

 

 

2006.3 

 

 

 

 

 

平成 15～16 年度科学研究費

研究成果報告書 

 

建帛社 

 

 

平成 17～19 年度科学研究費

研究成果報告書 

 

八千代出版 

 

 

 

修士論文（東北大学） 

 

 

家族心理学研究第８巻第１号

 

 

教育心理学年報 第 39 集 

 
International Society for the 
Study of Behavioral Develop-
ment Biennial Meeting, 2004
 
The proceedings of the 4th 
Annual Hawaii International 
Conference on Social Sciences
 

仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要第 1 号 

 
 
 

 

菊池武剋他４

名 

 

 

 

 

菊池武剋他 4

名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼山博他 2 名

 

 

 

沼山博他２名

 

 
 
沼山博他５名
 
 
 
 

 

 

 

 

松村和子・13 名 

 

 

 

 

 

宮前理・5 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1-54 頁 

 

 

132-137 頁 

 

 

1-54 頁 

 

 

1-38 頁 

 

 

 

1-60 頁 

 

 

25-38 頁 

 

 

61-70 頁 

 

39 頁 

 

 
 
CD-ROM 版 
 

 

 

59-71 頁 

 

 

 



 

7.Social change and human life-span development: 
Examining the entire life of Hansen's Disease(HD) 
sufferers in Japan. 
 

8. 高齢者が持つ若者に対する認識に関する研究

―若者とのかかわりとの関連から― 

 

9.Social Change and Human Life-span Development 
Part 2: Examining the Entire Life of Hansen´s 
Disease (HD) Sufferers in Japan 
 

 

10.本学人間発達学科保育士養成課程における卒

業後教育の方向性－わが国における卒業後教育

の経緯も含めて－ 

 

11. ハンセン病療養施設入所者における家族関係

―在郷家族との関係性の推移を中心にして― 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

 

共著 

 

 
 
共著 
 

 

2006.6 

 

 

 

2007.3 

 

 

2008.7 

 

 

 

 

2008.9 

 

 
 
 
2009.2 

The 4th International 
Conference on the Dialogical 
Self 
 

仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要第 2 号 

 

International Society for 
the Study of Behavioral 
Development Biennial 
Meeting, 2008 
 
仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要第 4 号 

 
 
 
応用心理学研究 

沼山博他 2 名
 
 

 

沼山博・寺田
晃 
 

 

沼山博他 2 名

 

 

 

 

沼山博他 4 名

 

 

沼山博他 2 名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CD-ROM 版 

 

 

23-28 頁 

 

 

CD-ROM 版 

 

 

 

13-20 頁 

 

 

 

50-51 頁 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

 

 

 

 

 



 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1.ハンセン病療養所入所者の生涯発達 －自伝分析による検討－ 

 

2.育児参加する父親 －多重役割を遂行する心理とキャリア発達－ 

 

3. ヒューマンアニマルボンド－ペットの社会的機能－ 

 

4.社会変動と人間発達―ハンセン病療養施設入所者の生涯を通して― 

 

5.ハンセン病療養所入所者の生涯（Ⅱ）―入所者と在郷家族とのかかわりから―

 

 

 

 

2004.3 

 

2004.3 

 

2005.9 

 

2006.3 

 

2007.9 

日本発達心理学会第 15 回大会 

 

日本発達心理学会第 15 回大会 

 

日本心理学会第 69 回大会 

 

日本発達心理学会第 17 回大会 

 

日本心理学会第 71 回大会 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本心理学会 

東北心理学会 

日本家族心理学会 

日本発達心理学会 

日本教育心理学会 

日本キャリア教育学会 

日本老年社会科学会 

日本学生相談学会 

 

 

 
企画委員（1999.1～2000.12）、編集委員（2007.1  ～） 

 

北海道・東北地区部会・幹事 

1990.2 

1990.6 

1991.6 

1992.9 

1996.3 

1999.8 

1999.2 

2001.5 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 



 

 

1.文部省科学研究費補助金 

 

2.ユニベール財団研究助成 

 

3. 文部省科学研究費補助金 

 

4.日本学術振興会科学研究費

補助金 

 

5.東北開発記念財団 

 

6.文部科学省科学研究費補助

金 

 

7.ユニベール財団研究助成 

 

8.文部科学省科学研究費補助

金 

 

9.文部科学省科学研究費補助

金 

 

10.日本学術振興会科学研究

費補助金 

 

 

11. 日本学術振興会科学研究

費補助金 

 

1996～1997 

 

1997 

 

1998～1999 

 

1998～2000 

 

 

2000 

 

2001～2002 

 

 

2002 

 

2003～2005 

 

 

2003～2004 

 

 

2005～2007 

 

 

 

2006～2008 

 

  

老年期および高齢者への認識に対する生涯発達心理学的研究（研究分担者） 

 

青年・成人と高齢者間の相互認識に関する研究（研究分担者） 

 

生態学的システム論からみた養育スキルの発達（研究代表者） 

 

青年・成人と高齢者間の相互理解促進のための実験教育プログラムの開発（研究

分担者） 

 

青年が持つ高齢者認識に関する国際比較研究 

 

高齢過疎集落在住高齢者のＱＯＬに関するコミュニティ心理学的研究（研究代表者）

 

 

中高齢家族におけるコンパニオンアニマルの意義と役割（研究代表者） 

 

らせん型発達モデルからみた高高齢者(old old)のアイデンティティ発達過程 

（研究代表者） 

 

ハンセン病患者・元患者の生涯と心理的特性に関する研究（研究分担者） 

 

 

ハンセン病患者・元患者の生涯と心理的特性に関する研究（研究分担者） 

 

 

 

ハンセン病社会復帰者の生涯発達に関する生態学的分析（研究代表者） 

 

 

2,200,000 

 

800,000 

 

2,300,000 

 

3,900,000 

 

 

100,000 

 

1,300,000 

 

 

800,000 

 

1,500,000 

 

 

2,500,000 

 

 

3,710,000 

 

 

 

1,650.000 

 



 

 

12.明治安田こころの健康財団

研究助成金 

 

13. 日本学術振興会科学研究

費補助金 

 

 

2008 

 

 

2009～ 

 

ハンセン病元患者の生涯に関する学際的研究 

 

 

教育が生んだコホート―ハンセン病元患者のキャリア発達－（研究代表者） 

 

500,000 

 

 

1,800,000 

 

３．特記事項 

（１） 学会等所属団体名およびそこでの活動 

日本臨床心理士会（2000.4～, 被害者支援理事 2007.4～） 

宮城県臨床心理士会（2000.4～， 2001.4～2006.11 広報委員長、2006.4～2008.6 副会長、2006.4～現在 危機管理委員長） 

日本学校心理士会（（2001.9～2008.12 ,2001.9～2006.3 福島宮城支部会運営委員） 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ハラダ マサキ 

氏   名   原田 雅樹 
職   名  准教授 

人間学部   人間発達学科 

取 得 学 位  博士(科学史・科学哲学)   

（大学名）      Universite Paris 7      （取得年月） 2005 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

  

 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 
1. La physique au carrefour de l’intuitif et du 
symbolique : Une étude épistémologique des 
concepts quantiques à la lumière de la 
phénoménologie herméneutique 
（直観的なものとシンボリックなものの交叉点の物理

学－解釈学的現象学に照らしての量子概念のエピ

ステモロジー的研究） 
 
 
2．Science et Foi: Un Lexique (Sous la direction de 

Jacques Fantino) 
（『科学と信仰－用語集－』） 
 
 
 
 

 
単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
 
 

 
2006.4 

 
 
 
 
 
 
 
 

2008．11 
 
 
 
 
 
 
 

 
Collection«Science-histoire- 
philosophie », Paris/Lyon, 
Vrin/Institut Interdisciplinaire 
des études épistémologiques 
 
 
 
 
 
Les Editions du Cerf 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
J. Fantino 
J. Courcier, J. 
Arnould, J. 
Maldame 
et als. 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
79‐80 
109‐110 
114-116 
130-131 頁 
担当 
 
 
 



 

［論文］ 
 
1. Bulletin de philosophie des sciences (I) : de la 

vision à la phénoménologie (科学哲学ダイジェ

スト － 視覚から現象学へ) 
 
 
2. La phénoménologie herméneutique et la 
philosophie des sciences : La théorie ricoeurienne du 
texte peut-elle aider à penser la construction des 
concepts en physique ? 
(解釈学的現象学と自然科学の哲学－リクールにお

けるテキストの理論は物理学における概念の構築を

考察するのに役立ちうるか) 
 
 
3. Bulletin de théologie : Théologie de la création, 
sciences et théologies, (神学ダイジェスト － 創造の

神学、諸科学、諸神学) 
 
 
4. 物理学における反省とエポケー 
 
 
5. 「概念の哲学」導入の意味とその方法論的使用 
 
 
6 「概念」の哲学から「テキスト」としての数学・物理

学の解釈学へ－グランジェとリクールを手がかりに

－ 
 
7. 量子論にみられるさまざまなアナロジーの機能－

数学的側面と物理的側面－ 
 
8.「科学作品の現象学」の試み 
－量子論における局所性、並びに 

 
 
共著 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
 
 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
単著 
 
 
単著 
 
 
 
単著 
 
 
単著 
 
 

 
 

2005 
 
 
 
 

2005 
 
 
 
 
 
 
 
 

2006 
 
 
 
 
 

2006.3 
 
 

2006.6 
 
 

2006.8 
 
 
 
 

2007.3 
 
 

2007. 9 
 
 

 
 
 
Revue des sciences 
philosophiques et  
théologiques, Paris, Vrin, 
89(3), pp. 591-614. 
 
Revue des sciences 
philosophiques et  
théologiques, Paris, Vrin, 89(4) 
 
 
 
 
 
 
Revue des sciences 
philosophiques et  
théologiques, Paris, Vrin, 
90(1) , pp . 127-183. 
 
 
『哲学研究年報』、第 39 号、関

西学院大学哲学研究室 
 
『科学哲学』、39(1) 
 
 
『フランス哲学思想研究』 
11,2006 
 
 
『哲学研究年報』、第 40 号、関

西学院大学哲学研究室 
 
『哲学研究』、584 

 
 
 
Jacques 
Courcier 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
J. Fantino 
J. Courcier, J. 
Arnould, J. 
Maldame 
et als. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
607-612 頁 
担当 
 
 
 
697-712 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
p. 134 頁 
担当 
 
 
 
 
17-38 頁 
 
 
47-61 頁 
 
 
175-183 頁 
 
 
 
21-50 頁 
 
 
27‐62 頁 
 
 



 

代数的視点と幾何学的視点の干渉－ 
 
9. 幾何学的存在論と物理的実在性  
－非可換幾何学の概念構成と場の量子論への応

用の認識論的分析－ 
 
10. 純粋現象学から「科学作品の現象学」へ 

－リクールの解釈学的現象学を介して－ 

 
11. ハンナ・アーレントにおける教育と公共性 

－教育学と哲学からの再検討－ 

 

 

12. 隠喩的概念としての非可換空間 
－ポール・リクールのイコン概念を介して－ 
 
 
 
13. 現代数学における自然的概念および質的概

念 －作用素代数と非可換幾何学のグランジェ

の哲学による概念構成の分析－ 

 
 
 
 

 
 
 
単著 
 
 
 
単著 
 
 
 
共著 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
 
 
単著 
 
 
 
 

 
 
 

2007. 12 
 
 
 
 

2008. 1 
 
 
 

2008. 3 
 
 
 
 

2008. 11 
 
 
 
 
 

2009. 2 

京都哲学会 

 
 
『現代思想』、35/16、青土社

 
 
 
 
『仙台白百合女子大学紀要』

2007、12 
 

『人間の発達』、3 

仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要 

 

 

『人間の発達』、4 

仙台白百合女子大学人間発

達研究センター紀要 

 
 
『仙台白百合女子大学紀

要』、13 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
牛渡淳 
 
 

 
183-203 頁 
 
 
 
 
 
31-50 頁 
 
 
43-54 頁 
（ 44-49 頁 担

当） 
 
 
 
63-74 頁 
 
 
 
 
55-77 頁 

 
翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 単訳

共訳

発行または発表 
の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 
（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 
 
 

      



 

 
学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 
1. La construction des concepts quantiques et la philosophie française du concept
(量子物理学における概念の構築とフランスにおける概念の哲学) 
 
2. 物理学における現象、構造、解釈に関する哲学的方法論の一試論 
 
3. ポール・リクールの解釈学的現象学は科学哲学にヒントを与えられるか 
 
4.量子的粒子－波動、物質－場という概念の構成と、直観・シンボル・実在という

哲学的概念 
 
5.「概念の哲学」に媒介された現象学の方法論的一試論 
 
6.形式的類似性と存在論的関係 
 
7.シンボル的思考と直観的思考 －現代物理学における代数と幾何学の干渉を

介在にして 
 
8.物理学における『局所性』概念の明確化と物理理論の『理解』 
 
９. 幾何学－代数学間の干渉の哲学的意味 
 
 
10. Philosophical Implications in Geometry-Algebra Interaction 
 
 
 
11. Revision of Phenomenology for Mathematical Physics 
（数理物理学のための現象学再考） 
 
 
 
12．現代数学における自然的概念および質的概念 

2004.8.27 
 
 

2005.6.12 
 

2005.9.10 
 

2005.10.22 
 
 

2005.12.4 
 

2006.6.17 
 
 

2006.6.24 
 
 

2006.10.22 
 

2007.7.22 
 
 
 

2007. 8. 13. 
 
 
 

2008. 8. 2 
 
 
 
 

2009.2. 24. 
 

30ième Congrès d’ASPL (L’Association des Sociétés Françaises) 
(第 30 回フランス語圏哲学協会学会)､ 
 
京都科学哲学コロキアム 
 
日仏哲学会学会 
 
科学基礎論学会 
 
 
日本科学哲学会第 38 回大会 
 
科学基礎論学会 
 
京都哲学史研究会 
 
 
日本科学哲学会第３９回大会 
 
京都科学哲学コロキアム 
 
 
13th International Congress of Logic, methodology and Philosophy of 

Science、北京 

 

The 22th World Congress of Philosophy、ソウル 

 

 

Sendai Logic and Philosophy Seminar 

(東北大学グローバルCOEプログラム「物質階層を紡ぐ科学フロ



 

－作用素代数と非可換幾何学のグランジェの哲学による概念構成の分析－ 
 
 
 
13. Phénoménologie herméneutique et physique quantique 
（解釈学的現象学と量子物理学） 
 

 
 
 
 

2009. 3. 11 

ンティアの新展開」主催) 

 

Institut Catholique de Paris 

Faculté de Philosophie 

 

 
Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 
日本科学哲学会 
日本哲学会 
日本科学基礎論哲学会 
日仏哲学会 
京都科学哲学コロキアム 
京都哲学会 
東北哲学会 
日本現象学会 
 

 2004.5 
2005.5 
2005.5 
2005.5 
2005.5 
2007.3 
2007.4 
2008．10 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

独立行政法人 

日本学術振興会 

科学研究費補助金 

 

2008-2010 基盤 C 視覚的思考・直観と実在 ― 幾何学性と物理的実在性の関係の認識論的分析 1, 700, 000 

 

 

 

 

 

 



 

３．特記事項 

非常勤講師（集中）関西学院大学 

哲学特殊講義（2007）（量子物理学の哲学） 

哲学特殊講義（2008）（相対性理論の哲学） 

哲学特殊講義（2009）（田辺元における科学哲学と宗教哲学） 
 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    モテ ギ  チ アキ 

氏   名   茂 木 千 明 
職   名  准教授 

人間学部 人間発達学科  

取 得 学 位  博士（学術）   

(大学名）    東北学院大学        （取得年月） 2004 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1.サイコドラマのセッションを取り入れた授業の実施 

 

 

 

2.人間関係に関する様々なワークを取り入れた「考える」授業の実施 

 

 

2009.4 

 

 

 

2003.4〜 

 

2009 年度開講の「心理療法論」の授業の中にサイコドラマを実際に体験

するセッションを取り入れ、学生に集団のダイナミックスを経験的に学ばせ

ることを目的とした。 

 

毎回授業内でワークと講義（解説）を行い、その中での課題や自身が考え

たことを記述させ、提出してもらう形式で授業をすすめている。 

 

 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1. 自閉症児のきょうだいと家族‐心理劇的ロ－ルプ

レイングの観点から見たきょうだいケアの事例‐ 

 

2. 家族図式による現実と理想の家族関係の比較：

家族関係単純図式投影法を用いた体験学習から 

 

3. 心理劇的ロールプレイングを活用したグループ

体験とその課題（1）：参加メンバーのシャイネス傾

 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

単著 

 

 

 

 

2002. 8 

 

 

2003.2 

 

 

2006.5 

 

 

 

 

心理臨床学研究 

第 20 巻第 3 号 

 

仙台白百合女子大学紀要  

第 7 号 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

252-264 頁 

 

 

29-43 頁 

 

 

38-50 頁 

 



 

向とグループ体験との関係 

 

4. 健康な家族機能に対する家族の評価 

 

 

5. 学生相談の機能に関する研究（１）：学生相談に

おける連携対応の必要性 

 

 

 

 

単著 

 

 

共著 

 

 

 

 

2007.2 

 

 

2008.5 

 

要）第 1 号 

 

仙台白百合女子大学紀要 

第 11 号 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要）第 3 号 

 

 

 

 

 

 

遠藤寛子・森

本幸子・湊谷

愛 

 

 

65-80 頁 

 

 

31-41 頁 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 学生相談の機能に関する研究：学生相談における連携の必要性と課題 

 

2008.5 

 

日本学生相談学会第２６回大会（金沢大学） 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本家族心理学会 

日本心理臨床学会 

日本精神衛生学会 

日本カウンセリング学会 

日本健康心理学会 

日本学生相談学会 

 1993 

1996 

1996 

1999 

2001 

2008.1 

 

 



 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

［学内の活動］ 

1. 学生相談室 カウンセラー（2000. 10～現在） 

［学外の活動］ 

1. 東北文化学園専門学校保育福祉科 非常勤講師（1996. 10～2003.3） 担当科目「臨床心理学」 

2. 近畿大学豊岡短期大学通信教育部 非常勤講師（1997. 4～2003.3） 担当科目「臨床心理学」 

3. 仙台市医師会附属高等看護学院 非常勤講師（2000. 4～2004.3） 担当科目「人間関係論（カウンセリングとその技法）」 

4. 「家族相談士」養成講座（仙台会場） 講師（2003～現在） 担当内容「家族アセスメント」 

5. 社会福祉法人 善き牧者会 児童養護施設「小百合園」 臨時心理療法専門員（2004.4～2006.3） 

6. DICT 統合カウンセリング研究所 研修部 専門講座「心理劇」（全 5 回） 講師(2005 年度)  

7. 2009 年度 公立保育所合同業務研修（太白保育所・八木山保育所） 講師（2009.5.16 & 10.31） 
 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    ワタ ナベ トモ ユキ 

氏   名   渡 邊 兼 行 
職   名  准教授 

人間学部  人間発達学科  

取 得 学 位  Ph.D.    

(大学名）     タフツ大学           （取得年月） 2001 年 5 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. 「心理学」 3 回の中間テストとそのフィードバックによる自己制御学習の

促進 

2004.4～ 

 

共通科目「心理学」の授業において、中間テストを 3 回設け、その解答

返却を 1 週間以内に行った。これにより、受講者の理解度の把握を助け、

各自が自己の進度を確認しながら授業に参加できるような体制を整えた。 

2. 「心理学」 実験参加を評価に取り入れることによる、心理学の実証的側

面の体験的理解の促進 

2004.4～ 共通科目「心理学」の授業において、教員や上級生の実施する実験へ

の参加を成績評価の一部に反映させた。これによって、心理学の実証的

側面に触れる機会を設け、体験的理解を促すことを狙った。 

3. 大学生活入門ゼミとしての「人間の発達」・「人間発達入門ゼミ」における

コーディネーター 

2005.4～ 2005 年度より人間発達学科で導入された、「人間の発達」（2005 年度）

および「人間発達入門ゼミ」（2006 年度以降）において、コーディネーターと

して教科書の選定、授業のプログラム作り等の作業に従事した。 

 

4. 「心理学基礎実験Ⅰ・Ⅱ」のコーディネーター  心理学担当教員 3～4 名で、小グループを担当して行う実験実習の授

業において、コーディネーターとして授業のプログラム作り、教員間の調整

作業に従事した。 

 

5. 「心理学基礎演習」のコーディネーター  心理学担当教員 4～5 名で、大教室での講義と少人数のゼミ形式を併

用して行う研究法の授業において、コーディネーターとして授業のプログラ

ム作り、教員間の調整作業に従事した。 

 

6. 教職課程（幼稚園教諭一種免許）の立ち上げと申請作業  人間発達学科に幼稚園教諭一種免許の教職課程を立ち上げるにあた

り、課程のカリキュラム作りや体制作りを中心になって行った。また、申請

の際の事前相談、申請書類作りを教務課とともに行い、申請作業の中心

を担った。 

 

 



 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

 

［論文］ 

1. 発達的視点から見た自己選択効果 ―幼児・児

童への応用可能性― 

 

 

2. Incidental learning from English- Japanese 

dictionaries: Silent reading rather than note 

taking enhances memory. 

 

3. アハ体験の記憶における効果の検討 

 

 

 

4. ヘブライ語の学習過程における文字と単語の記

憶成績の変化 

 

 

5. The effect of output processing on subsequent 

input processing: A free recall study. 

 

 

 

単著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

共著 

 

 

 

2006.5 

 

 

 

2006.12 

 

 

 

2007.3 

 

 

 

2008.3 

 

 

 

2009.5 

 

 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要） 1 

 

English Lexicography in Japan.

大修館書店 

 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要） 2 

 

人間の発達（仙台白百合女子

大学人間発達研究センター紀

要） 3 

 

Working Papers in TESOL & 

Applied Linguistics; Vol 9, No 1

 

 

 

 

 

 

 

Itagaki, N., 

Suzuki, M., &, 

Kubota, Y. 

 

大道直人（代

表者）他 2 名

 

 

大道直人（代

表者）他 1 名

 

 

Suzuki, W.（代

表者）, Itagaki, 

N., & Takagi, 

T. 

 

  

 

50-57 頁 

 

 

 

250-261 頁 

 

 

 

 

49-58 頁 

 

 

 

 

55-63 頁 

 

 

 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

 

 

      



 

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

1. 怒りの自伝的記憶の予備的検討 

 

2. The self-choice effect with third graders. 

 

 

3. 英文読解における自己説明・和訳・黙読の効果の比較 

 

4. 自己選択効果における虚再認 

 

5. 記憶のアハ効果 

 

2004.9 

 

2005.3 

 

 

2005.6 

 

2005.9 

 

2007.5 

 

日本心理学会第 68 回大会 ポスター発表 関西大学 

 

6th Tsukuba International Conference on Memory, Poster Session.

つくば 

 

日本教授学習心理学会第 1 回大会 口頭発表 東北大学 

 

日本心理学会第 69 回大会 ポスター発表 慶應義塾大学 

 

日本認知心理学会第 5 回大会 ポスター発表 京都大学 

 

 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

日本心理学会 

日本教育心理学会 

American Psychological Association 

東北心理学会 

日本認知心理学会 

日本教授学習心理学会 

 1998 

1998 

1999 

2001 

2003 

2005 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

     

 

３．特記事項 

 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    オオサコ アキフミ 

氏   名   大迫  章史   
職   名 講師  

人間学部 人間発達学科   

取 得 学 位  修士(教育学)    

(大学名)      東北大学           （取得年月） 1998 年 3 月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

   

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書] 

『近代日本教育会史研究』 

 

［論文］ 

「良妻賢母」思想と教育－先行研究の論点整理

とその課題－ 

 

 

 

幼保一元化に関わる教育・保育事業の調査研究

－仙台市私立幼稚園・保育所の取り組みを事例

に- 

 

 

共著

 

 

単著

 

 

 

 

単著

 

 

 

 

2007.9 

 

 

2004.7 

 

 

 

 

2006.1 

 

 

 

 

学術出版会 

 

 

東北大学 21 世紀 COE プログラム：

男女共同参画社会の法と政策－ジ

ェンダー法・政策研究センター・『研

究年報』第１号 

 

仙台白百合女子大学・『仙台

白百合女子大学紀要』第 10

号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梶山雅史編著（梶山

ほか 1３名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

167-195 頁 

 

 

143-152 頁 

 

 

 

 

25-40 頁 

 

 

 



 

宮城におけるキリスト教女子教育 

－宮城女学校と高等女学校の関係を中心に－ 

 

 

私立高等教育機関の設置形態の制度的変遷 

 

 

 

生涯学習施策における「共同性」の創出－学習

者の組織化の視点から－ 

 

インターネットを活用した地域課題解決型生涯学

習－東京 e 大学における取り組みを事例に－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後教育改革期の学校法人制度をめぐる論議 

 

 

 

 

単著

 

 

 

単著

 

 

 

共著

 

 

単著

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単著

 

 

 

 

2006.3 

 

 

 

2006.5 

 

 

 

2007.2 

 

 

2007.3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2008.3 

 

 

 

 

宮城学院女子大学キリスト

教文化研究所・『研究年報』

第 39 号 

 

『学校法人の研究』(平成 14-16 年

度文部科学省科学研究費補助金

基盤研究((B)(1)) 研究成果報告書)

 

東北教育学会・『東北教育学

会研究紀要』第 10 号 

 

『成人学習施策にみる公共管理シ

ステムの転換に関する調査研究』

(平成 16～18 年度日本学術振興会

科学研究費補助金基盤研究(B))研

究成果報告書 

 

 

 

 

 

『中等学校法人による大学設置の

研究-都道府県私学助成の果たし

た役割-』(平成 17-19 年度文部科

学省科学研究費補助金基盤研究

(B) 研究成果報告書) 

 

 

 

 

 

 

 

 

背戸博史・岡

敬一郎 

 

 

 

1-30 頁 

 

 

 

1-23 頁 

 

 

 

15-28 頁 

 

 

65-74 頁 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

5-32 頁 

 

 

 

 



 

 

学習社会における「生涯学力」－｢生涯学力｣形

成のための視点を中心に－ 

 

戦時下におけるキリスト教主義学校の態度決定 

－1940(昭和 15)年の基督教教育同盟会校長会

における申し合わせ－ 

 

単著

 

 

単著

 

2008.9 

 

 

2009.3 

 

 

日本学習社会学会『日本学

習社会学会年報』第 4 号 

 

宮城学院女子大学キリスト

教文化研究所『研究年報』第

42 号 

 

21-22 頁 

 

 

25-47 頁 

 

翻訳 

翻訳書・翻訳論文等の名称 
単訳

共訳

発行または発表

の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共訳者名 
(共訳の場合）

監修者名と当該訳者

数（監修訳書の場合）
該当頁数 

       

 

学術研究発表 

発表テーマ 発表年月（西暦） 発表場所 

戦後教育改革期の学校法人制度をめぐる論議 
 
生涯学習施策における「共同性」の創出に関する調査研究－学習者の組織

化の視点から－ 
 
近代日本における私立学校の法人種別選択行動に関する研究－関西学院

の民法による法人化を事例に－ 

2005.10 

 

2006.3 

 

 

2009.3 

日本教育行政学会第 40 回大会 (単独発表) 

 

東北教育学会第 63 回大会 (共同発表) 

 

 

東北教育学会第 66 回大会 (単独発表) 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅱ 所属学会 

学会名 役職 入会年月（西暦） 

東北教育学会 

教育史学会 

日本比較教育学会 

日本教育制度学会 

日本教育行政学会 

日本国際教育学会 

紀要編集委員会・編集幹事 

 

 

 

 

理事 

1996 

1998 

1998 

2000 

2005 

2005 

 

 

 

 

Ⅲ 研究費の助成を受けた研究（過去 5 年間） 

助成機関名 
助成を受けた年度

（西暦） 助成プログラム 研究テーマ 
助成金額 

（円） 

日本学術振興会 

 

日本学術振興会 

 

日本学術振興会 

 

日本学術振興会 

 

日本学術振興会 

 

日本学術振興会 

平成 16-18 年度 

 

平成 17-19 年度 

 

平成 18-20 年度 

 

平成 20 年度- 

 

平成 20 年度- 

 

平成 21 年度- 

科 学研 究 費補助

金基盤研究(B) 

科 学研 究 費補助

金基盤研究(B) 

科 学研 究 費補助

金基盤研究(B) 

科 学研 究 費補助

金基盤研究(B) 

科 学研 究 費補助

金基盤研究(B) 

科 学研 究 費補助

金基盤研究(B) 

成人学習施策にみる公共管理システムの転換に関する調査研究 

(研究協力者) 

中等学校法人による大学設置の研究－都道府県私学助成のはたした役割 

(研究分担者) 

近代日本における教育情報回路としての中央・地方教育会の研究 

(研究分担者) 

市場化時代における大学法人の研究:経営ユニットとしての法人組織の連携・統合・解体 

(研究分担者) 

生涯学力形成のメカニズムに関する比較研究 

(研究分担者) 

1940 年体制下における教育団体の変容と再編過程に関する総合的研究 

(研究分担者) 

 

 



 

３．特記事項 

宮城学院女子大学 附属キリスト教文化研究所 客員研究員 2005.4～現在 

仙台市保育従事者研修会 講師 2008.9 

幼稚園教諭・保育士ＯＢ再チャレンジ講習 講師 2008.10 

 



 

自 己 点 検 表 

 

１． 教員個別表 
フ リ ガ ナ    モリモト サチコ 

氏   名   森本 幸子 
職   名  講師 

人間学部   人間発達学科 

取 得 学 位  博士（学術）    

(大学名）     東京大学            （取得年月） 2004年3月 

 

２．教育・研究業績表 

（１）過去 5 年間の教育業績 

教育実践上の主な業績 年月（西暦） 概   要 

1. マルチメディア機材を活用した授業への取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 『認知行動療法の臨床ワークショップ サルコフスキスとバーチウッドの面

接技法』を作成 

 

2003.4～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

2003 

 

臨床心理学の授業では、心理アセスメントや心理面接に関する知識を習

得させるだけではなく、実際の臨床場面でどのようにカウンセリングが行

われているかを理解させることも目的としている。そのため授業では、マル

チメディア機材を使用し、“人の話を聴く”ことについて体験させている。学

生をカウンセラーとクライアント役に分けて、ロールプレイを行わせ、その

面接の音声を録音させる。授業では、録音した音声について検討させ、日

常生活における会話との違い(話すテンポ、声のトーン、間のとり方など）

について体験させるなどの工夫を凝らしている。 

 

臨床福祉専門学校における「臨床心理学」（理学療法学科 前期 必修科

目）において参考書として使用。 

 

（２）過去5年間の研究業績 

Ⅰ 研究活動 

著書・論文等の名称 
単著

共著

発行または発表 

 の年月（西暦） 

発行所、発表雑誌 

（巻・号数）等の名称 

共著者名 
(共著の場合）

編者名と当該執筆 

者数（編著の場合） 
該当頁数 

[著書］ 

1. 精神障害の予防をめぐる最近の進歩 

 

 

2. 認知行動療法の臨床ワークショップ サルコフス

キスとバーチウッドの面接技法 

 

 

共著 

 

 

共著 

 

 

 

2002.3 

 

 

2002.9 
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